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大阪府立園芸高等学校 指定第1期目 24～28 

 

平成２６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 ① 研究開発課題  

農業系専門高校での科学技術と英語力向上の教育プログラムの開発 

 ② 研究開発の概要  

「保有する理化学機器を積極的に運用し、外部機関と連携する科目「課題研究」ならびに学校農

業クラブ専門部活動の展開」と「科学技術教育と英語教育の融合および基礎学力充実の連携的実施」

の２つの研究内容を柱とした科学技術教育のための教育内容および方法に関する研究開発の取組を

実施した。第3年次である本年は、第2年次に引き続き、専門部活動による生徒研究活動および発表活

動の振興と基礎学力充実の取組および科学技術教育・英語力向上のための関連諸活動についての取

組、バイオサイエンス科第2年次の学校設定教科「グローバルサイエンス」学校設定教科「Science

」(2単位)と「サイエンス情報」(2単位)の設置を継続するともに、第3年次の同教科科目「グローバ

ル化学」(2単位)、「グローバル生物」(2単位)、「技術英語」(2単位)を実施した。専門部は、バイ

オサイエンス科（５）、環境緑化科（３）、フラワーファクトリ科（２）の部がＳＳＨ事業に参加

し、生徒研究活動と発表活動に取り組んだ。関連諸活動として、高大連携、高高連携、校外研修、

海外研修、理科科目追加履修等について取組を行い、その教育効果の検証に取り組んだ。 

 ③ 平成２６年度実施規模  

課題に応じ下記のいずれかを対象とした。 

Ａ：バイオサイエンス（BS）科全生徒 
Ｂ：BS 科内ＳＳＨ生徒（事業参加専門部員/理科追加履修/ＳＳＨコース科目履修生徒） 
Ｃ：各学科専門部活動生徒および「課題研究」履修生徒 
Ｄ：１年生全員 
Ｅ：Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを含む全生徒の中の希望者 

年間を通じてＳＳＨ事業の対象となった生徒数  合計１５４名 
内訳：バイオサイエンス科１００名、環境緑化科２２名、フラワーファクトリ科３２名 

 

 ④ 研究開発内容  

○研究計画 

第１年次（平成２４年度） 

  １ ＳＳＨ事業参加生徒募集 

  ２ 専門部活動の振興 

○基礎技術習得のための実験実習の実施 ○小中学生対象の科学啓発活動の立案実施 ○学

校農業クラブ研究活動の実施と諸発表会への参加 ○企業、大学、研究所等との個別研究活

動の開始 

３ 日本学校農業クラブ連盟全国大会大阪大会での英語発表部門開設について関係先と連絡調

整業務の開始 

４ ＳＳＨ農業高校間連絡体制づくり 

５ 校外のホールでの科学講演会の実施 

  ６ 基礎学力補充授業科目「基礎学力」の実施 

第２年次（平成２５年度） 



－ 2－

2 
 

  １ ＳＳＨコース学校設定教科「グローバルサイエンス」科目「Science」「サイエンス情報」

開設 

  ２ 専門部活動の振興 

○生徒研究活動の実施 ○小中学生対象の科学啓発活動の企画実施 ○専門部研究活動の実

施と諸発表会への参加 ○企業、大学、研究所等との個別研究活動 

３ ＳＳＨ農業高校間連携 

４ 校外のホールでの科学講演会の実施 

５ 平成２８年大阪府での農業高校英語研究発表会の実施計画と調整業務の開始。 

第３年次（平成２６年度） 

１ ＳＳＨコース学校設定教科「グローバルサイエンス」科目「グローバル生物」 

「グローバル化学」「技術英語」開設 

２ ＳＳＨ農業高校間連携 

３ 校外のホールでの科学講演会の実施 

  ４ 専門部活動の振興 

○生徒研究活動の実施 ○小中学生対象の科学啓発活動の企画実施 ○専門部研究活動の実

施と諸発表会への参加 ○企業、大学、研究所等との個別研究活動 

５ 平成２８年大阪府での農業高校英語研究発表会の実施計画と調整業務 

  ６ 英語による研究発表の試行 

７ 海外の農業高校・研究機関との具体的連携事業の開始 

  ８ 卒業研究発表会の実施 

第４年次（平成２７年度） 

１ 創立１００周年記念事業の一つとして、研究発表会を開催 

第５年次（平成２８年度） 

１ 大阪府における、ＳＳＨ農業高校を主体に英語による研究発表会の実施。 

○教育課程上の特例等特記すべき事項 

第２学年で履修設定している必履修科目「情報Ａ」２単位を、「サイエンス情報」（２単位）で代

替する。（平成２４年度入学生の第２学年） 

○平成２６年度の教育課程の内容 

 教育課程表参照 

○具体的な研究事項・活動内容 

 ①学校設定科目 

  ・学校設定教科「グローバルサイエンス」学校設定科目「Science」2 単位（第 2 学年）、同

「サイエンス情報」2単位（第 2学年）、同「グローバル生物」2単位（第 3 学年）、「グ

ローバル化学」2単位（第 3学年）、「技術英語」2単位（第 3学年）、を実施  

・学校設定教科「教養」学校設定科目「基礎学力」１単位（第１学年）の実施 

 ②高大連携等 

・出前授業：生命科学技術の最先端の領域について受講する。 

・実験技術指導 

 ・立命館大学生物機能工学研究室 

    ・琉球大学農学部作物学研究室 
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    ・高崎健康福祉大学（予定） 

・大阪府立箕面公園昆虫館（科学系博物館） 

③校外研修活動等 

 ・近畿大学農学部 

・東京農業大学 

・独立行政法人 農業環境技術研究所 

・独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

・岡山大学農学部植物遺伝育種学研究室（予定） 

・クイーンランド大学（予定） 

・ガットンディストリクト高校（オーストラリア国クイーンズランド州）（予定） 

 ④ＳＳＨ生徒研究発表会・交流会等への参加及び生徒研究発表活動支援 

・校内で高高連携の生徒を迎え研究発表会を開催する。 

・各種研究発表会での発表活動について支援を行う。 

 ⑤国際性の育成 

・海外研修の参加の準備と現地での学習を通じて国際性の育成を図る。 

 ⑥生徒研究活動支援 

・学校農業クラブ専門部および専門科目「課題研究」における探究的生徒研究活動の支援

を行う。 

⑦社会貢献活動（小中連携活動・成果普及） 

⑧理科科目追加履修 

・理科科目「物理基礎」を実施する。 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による効果とその評価 

①『生徒の実験実習態度から測る「科学者、技術者としての責任感、倫理観」』アンケートを実施し、

分析した結果以下の知見を得ることができた。 
「実験実習に関する自己効力感」について、園芸高校の探究的な生徒研究活動を主とする SSH 事業

への取組が、生徒の実験実習に関する自信を育て有効に作用している。農業高校の特色として豊富な

実験実習が挙げられるが、「実験実習に関する目標意識・積極性」について調査・検討すると、SSH
における探究的な研究活動や発表活動は、実験実習に関する目標意識、積極性をさらに上昇させるこ

とがわかった。併せて「実験実習に関する倫理性」について調査すると、探究活動や発表活動を伴わ

ない実験実習を多くした場合、「実験実習に関する倫理性」を低下させる可能性があることが明らか

となった。一方、「実験実習に関する倫理性」については、実験実習経験の多寡やそれぞれの水準の

高低にあまり影響されないこともわかった。 
 本校における SSH の探究的な生徒研究活動や発表活動に参加している生徒は、「実験実習の意義や

価値」への認識が高い。そして、探究的な生徒研究活動や発表活動を伴った SSH における活動は、

生徒が自己効力感や目標意識・積極性を持った人材として成長することに有効に働いているものとい

える。しかし、倫理性の養成については、今後の検討課題である。 
 
②SSH 事業参加生徒の参加意義の個別事業ごとの検証 
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 SSH 事業は、本校の従来の教育課程で得られる農業に関する専門技能・知識に加え、科学技術に関

する様々な力を養う機会であることが、昨年から継続して確かめることができた。また、今年度は「コ

ミュニケーション力」や「基本的な知識の必要性」についてもアンケートで尋ねた。その結果、探究

的な生徒研究活動や研究発表を行っている生徒では、これらの意義を認めていることが確かめられ

た。 
 
③学校設定教科「グローバルサイエンス」の教育効果 
教科「グローバルサイエンス」を履修した SSH コース選択者と大学進学希望者を対象とした科目

「英語演習」選択履修者を、英語必履修科目の平均偏差値で比較した。１年次においては差異が認め

られなかったが、「グローバルサイエンス」の授業が始まる２年次の後期からは差異が出始め、３年

生後期では SSH コース選択者の成績は英語演習選択者を明らかに上回ることとなった。このことに

より、「グローバルサイエンス」の教育内容・方法は英語力の向上に対して、明らかに有効であった

と考えられる。 
 
○実施上の課題と今後の取組 

 １）生徒研究活動と発表活動の教育効果の検証に関する取組みについて 

  科学技術系人材に求められる使命感・責任感・倫理観を養成にするために、生徒研究活動と発表

活動の有効性を検証するためのアンケート調査を行った。その結果、倫理性に関しては探究的活動

と発表活動により上昇する傾向が見られたが、実験実習の回数については単に数を増やしただけで

は逆に倫理性を低下させる可能性を見出した。今後、科学技術者として倫理観を向上させるために

有効な手法について、検討する必要がある。 

  生徒研究活動の指導に当たる教員が、研究活動を行う生徒を支え、それにより生徒は増加してき

たが、中核となって研究指導にあたってきた教員の多くは退職時期を迎えており、後継教員養成が

重要な課題となっている。 
研究活動や発表会の水準、教員の指導力については、少しずつではあるが当初の目標に近づきつ

つある。しかし、高校入学時から大学進学を希望する生徒が急激に増えており、今後、高大接続を

念頭に置いた研究開発が必要である。 
 
２）農業系専門高校における科学技術教育と英語力向上教育、基礎学力向上の総合的展開 
 農業系専門高校では、専門科目の時数が多く放課後にも実習が設定されることもあるため、新た

に授業を増やすことが難しい。そのため英語力向上を目的とした授業時数を確保するため、理科、

英語、専門の各教科について融合科目の設定を検討し、バイオサイエンス科の２，３年生に学校設

定教科「グローバルサイエンス」を設定した。その結果、グローバルサイエンスで２年間、学習を

重ねてきた８名の英語の成績は、著しく上昇し、その効果の一端を確かめることができた。しかし、

英語能力の指標のひとつと考えている実用英検において、準２級の合格者数にはまだ反映されてお

らず、グローバル人材を育成する上でこれからの課題である。今後は、到達目標設定を含め探究的

な生徒研究活動と両立できる適切な取組について、検討を加えなければならない。 
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ミュニケーション力」や「基本的な知識の必要性」についてもアンケートで尋ねた。その結果、探究
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た。 
 
③学校設定教科「グローバルサイエンス」の教育効果 
教科「グローバルサイエンス」を履修した SSH コース選択者と大学進学希望者を対象とした科目

「英語演習」選択履修者を、英語必履修科目の平均偏差値で比較した。１年次においては差異が認め
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より、「グローバルサイエンス」の教育内容・方法は英語力の向上に対して、明らかに有効であった

と考えられる。 
 
○実施上の課題と今後の取組 

 １）生徒研究活動と発表活動の教育効果の検証に関する取組みについて 

  科学技術系人材に求められる使命感・責任感・倫理観を養成にするために、生徒研究活動と発表

活動の有効性を検証するためのアンケート調査を行った。その結果、倫理性に関しては探究的活動
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は逆に倫理性を低下させる可能性を見出した。今後、科学技術者として倫理観を向上させるために

有効な手法について、検討する必要がある。 

  生徒研究活動の指導に当たる教員が、研究活動を行う生徒を支え、それにより生徒は増加してき

たが、中核となって研究指導にあたってきた教員の多くは退職時期を迎えており、後継教員養成が

重要な課題となっている。 
研究活動や発表会の水準、教員の指導力については、少しずつではあるが当初の目標に近づきつ

つある。しかし、高校入学時から大学進学を希望する生徒が急激に増えており、今後、高大接続を

念頭に置いた研究開発が必要である。 
 
２）農業系専門高校における科学技術教育と英語力向上教育、基礎学力向上の総合的展開 
 農業系専門高校では、専門科目の時数が多く放課後にも実習が設定されることもあるため、新た

に授業を増やすことが難しい。そのため英語力向上を目的とした授業時数を確保するため、理科、

英語、専門の各教科について融合科目の設定を検討し、バイオサイエンス科の２，３年生に学校設

定教科「グローバルサイエンス」を設定した。その結果、グローバルサイエンスで２年間、学習を

重ねてきた８名の英語の成績は、著しく上昇し、その効果の一端を確かめることができた。しかし、

英語能力の指標のひとつと考えている実用英検において、準２級の合格者数にはまだ反映されてお

らず、グローバル人材を育成する上でこれからの課題である。今後は、到達目標設定を含め探究的

な生徒研究活動と両立できる適切な取組について、検討を加えなければならない。 
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平成２６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

①  研究開発の成果 

研究テーマ１ 生徒研究活動の啓発効果について 
 １）生徒研究活動の支援に取り組む専門部の設置と運営について 
  本年度、探究的な生徒研究活動に取り組むバイオサイエンス科、環境緑化科およびフラワーフ

ァクトリ科において、計１５グループの専門部・課題研究班を設置し、約２０名の教員が課題研

究における生徒のサポートを行った。また、今年度より科目「物理基礎」選択追加履修者を中心

にＳＳ科学部が作られ、着実にSSHの対象となる生徒が増えている。 
  これらの専門部・課題研究班にはバイオサイエンス科から１３４名、環境緑化科から３０名、

フラワーファクトリ科から３５名、ＳＳ科学部からは７名が参加し、探究的な生徒研究活動と発

表活動に取り組んだ。 
 
 ２）研究発表会の開催と外部発表会への生徒派遣等について 
  昨年に引き続き、創立記念祭において本年度取組まれているすべてのＳＳＨにおける生徒研究

３２題と、その他の技能的な生徒研究１６題についてポスター発表会を実施し、９名の外部学識

者から指導、助言をうけた。 
  今年度は、バイオサイエンス科３年生全員による卒業研究（課題研究）発表会には１，２年生

全員を参加させるとともに、SSH生徒研究選抜発表会を生徒研究総合発表会として新たに土曜

日に実施し、発表生徒、見学参加生徒、招待校を拡大することができた。このSSH生徒研究選

抜発表会においては、口頭発表７題の発表と２件の英語による研究発表をおこない、９名の外部

学識者、３名の海外からの留学生から生徒の研究発表に指導や助言等を得た。なお、招待校とし

て農業高校２校、大阪府立SSH校１校に参加していただいた。 
  校外の発表会では、大阪府関係として、大阪府教育委員会主催の大阪府生徒研究発表会（大阪

サイエンスデイ）に６１名が参加し、２６件の発表を行った。また、府立豊中高校の課題研究発

表会と府立住吉高等学校の国際科学研究発表会に招待校として発表を行うとともに、他県では岐

阜県立農業高校の研究発表交流会において２題のポスター発表、清心女子高等学校主催の研究発

表交流会では１題のポスター発表を行った。 
  学術団体主催の高校生研究発表では、日本昆虫学会、日本植物学会、日本鳥学会で発表し、そ

れぞれ高い評価を受け表彰された。また、その他の発表会にも積極的に参加した。 
  社会貢献活動や実験・調査活動に関する技術指導、特別講義についても、生徒研究活動の専門

部を中心に、習得した実験調査方法を活用して積極的に取り組んだ。 
 
研究テーマ２ 農業系専門高校における科学技術教育と英語力向上教育、基礎学力向上の総合的展

開 
 １）SSHコース学校設定科目「グローバルサイエンス」等について 
  ２年次２科目４単位、３年次３科目６単位の当初計画のすべての科目について開設することが

できた。また、従来の教育課程履修の生徒と比べ、英語力の向上を確かめることができた。 
  基礎学力向上のための教科「教養」科目「基礎学力」（１単位）を教材の自主学習形式で実施

し、基礎学力の向上を図った。また、これらを実施するにあたり、担当者を固定することにより

生徒の成績が上昇することを見出した。 
 ２）校外研修・研究室訪問[見学]・出前授業について 

  「首都圏サイエンスツアー」と「近畿大学農学部研究室訪問」を実施し、専門部の枠を超えた
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多くの生徒が参加した。見学を主体とした研修であったが、他の実験技術指導を伴う校外研修と

同等に効果があることがわかった。 
  また、出前授業や講習を計３回実施した。SSHの生徒研究活動に取り組む生徒にだけでなく

、一般生徒でも自分の学習する専門教科に近い領域のテーマ設定で、受講の意義意識を高める効

果が確認できた。 
 
 ３）国際性の育成について 
  昨年に引き続き、農業を主力産業とするオーストラリアでのアグリサイエンス海外研修の事前

準備として、英語によるプレゼンテーション、レポート、会話の３点を重点項目として取り組ん

でいる。（２月末時点） 
  本年度、本校の生徒研究総合発表会の英語による研究発表会場に、高大連携事業をすすめてい

る２大学を含む３大学から留学生を迎え、意見等を得た。 
 ② 研究開発の課題   

１）生徒研究活動と発表活動の教育効果の検証に関する取組みについて 

科学技術系人材に求められる使命感・責任感・倫理観を養成することを目的として、生徒研究

活動と発表活動の有効性を検証するためのアンケート調査を行った。その結果、倫理性に関して

は単に実験実習の回数については数を増やしただけでは、逆に倫理性を低下させる可能性を見出

した。また、SSH 事業の探究的活動と発表活動により上昇させる傾向はあるものの、限定的であ

る可能性がある。今後、科学技術者としての倫理観の向上に有効な手法について、新たに検討す

る必要がある。 

本年度における大阪府立園芸高校における探究的な生徒研究活動の規模、水準を維持するため

には、指導教員の確保と養成についての取り組みが必要となっている。 
 
２）農業系専門高校における科学技術教育と英語力向上教育、基礎学力向上の総合的展開につい

て 
 学校設定教科「グローバルサイエンス」を実践し、履修生徒の英語における成績水準の明確な

上昇が確認できた。しかし、対外的な指標を用いての英語能力の到達水準は、まだ達成できてい

るとはいえない。今後は、目標設定を含め探究的な生徒研究活動と両立できる取組について検討

していかなければならない。 
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第１章 研究開発の課題 
 
１ 学校の概要 
（１）学校名，校長名 

学校名：大阪府立園芸高等学校
おおさかふりつえんげいこうとうがっこう

  校長名：北之防 勉 
（２）所在地，電話番号，ＦＡＸ番号 

所在地：大阪府池田市八王寺
いけだしはちおうじ

２－５－１ 
電話番号：０７２－７６１－８８３０ FAX 番号：０７２－７６１－９２９５ 

（３）課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教職員数 

  ①課程・学科・学年別生徒数，学級数 

課

程 
学科 

第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒

数 

学級

数 

生徒

数 

学級

数 

生徒

数 

学級

数 

生徒

数 

学級

数 

全 

日 

制 

バイオサイエンス科 84 2 75 2 62 2 218 6

環境緑化科 45 1 35 1 30 1 110 3

フラワーファクトリ科 84 2 65 2 71 2 220 6

計 210 5 175 5 163 5 548 15

   ②教職員数 

校

長 
教

頭 
首

席 
指導

教諭 
教諭 養護 

教諭 
常勤 
講師 

非常勤

講師 
実習

助手 
ＡＬＴ 事務 

職員 
技術 
職員 

計 

1 1 3 1 59 2 5 10 2 1 4 11 100 

 

２ 研究開発課題 

農業系専門高校での科学技術と英語力向上の教育プログラムの開発 

 

３ 研究の概要 

・ 探究的な生徒研究活動の内容および水準と生徒の科学技術系人材育成の関係性 

自発的、主体的な学習活動の動機づけとして「課題研究」の有用性が指摘されて久しい。本研

究では、２年次からの合計５単位の「課題研究」と、１年次から参加する学校農業クラブ活動

における探究的生徒研究活動とも連携させて行うことで、産業的、学術的水準の高い研究がで

きる。この高い水準と、校外での各種大会における口頭発表を主体とした発信活動が生徒の学

習活動に対する積極的な姿勢を引き出すとともに、科学技術系人材として必要な素養を育成す

る要素であることを検証する。また農業科専門高校において運用する産業教育関連の理化学機

器等を活用した科学技術教育の可能性を検証する。 

・ 基礎学力向上教育と科学技術教育、英語力養成の総合的展開 

日本の中等教育における科学技術教育振興の必要性に鑑み、学力層としては決して高くないも

のの科学技術に対する興味関心は高い本校バイオサイエンス科を中心とした生徒を対象に基礎

学力向上教育と並行して行う科学技術教育の可能性を検証する。また、英語力の養成について

も科学技術教育の要素として実施し、英語による積極的な情報発信およびこれを活用した交流

が英語学習に対する動機付けになることを検証する。 
 

４ 研究開発の実施規模 

課題に応じ下記のいずれかを対象とする。 

Ａ：バイオサイエンス（BS）科全生徒[１年（８１）名、２年（７８）名、３年（７５）名] 
Ｂ：バイオサイエンス科内ＳＳＨ生徒（専門部活動/理科追加履修/ＳＳＨ科目履修生徒）[１年３

０名、２年２６名、３年４６名] 
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Ｃ：各学科専門部活動生徒および「課題研究」履修生徒 
   [環境緑化科 １年４名、２年８名、３年１０名] 

[フラワーファクトリ科 １年１０名、２年１０名、３年１２名] 
Ｄ：Ａ、Ｂ、Ｃを含む全生徒の中の希望者 

 

５ 研究の内容・方法・検証等 

（１）現状の分析と研究の仮説 

【現状の分析】 

・ 施設設備の運用状況：本校バイオサイエンス科には、産業教育振興に関する理化学機器、食品製造

機器が設置されており、走査型電子顕微鏡、元素分析計、ＤＮＡ解析装置等の理化学機器を擁し、食品

加工場施設もある。平成２４年度ＳＳＨ第１年次事業により、いくつかの機器の利用頻度は大幅に改善

しつつあるとともに、外部研修、講師の活用等により運用水準もあがりつつある。しかし、これらの機

器は、使用に際しての準備や技術の習得が容易でなく、また指導できる教員数も限られている。直近の

課題として、これらの機器に関する指導のできる教員の育成、確保が挙げられる。 

 

・ 生徒の学力水準と英語能力：３科とも生徒の学力層はきわめて広く、入学時から大学進学を希望す

る生徒や関連企業への就職を念頭に準備を始める生徒がいる一方、基礎学力が十分に備わっていない生

徒も入学している。平成 26 年度入学生において中学校までの学習内容が十分習得しているとみなすこ

とのできる生徒が１０％程度ある一方、若干不安の残る生徒は４０％程度占めている。また、将来の科

学技術系人材に必要な英語力育成については、順調に進んでおり、学校全体では英語検定の受験者の増

加がみられるとともに、実用英語検定準２級合格者も継続して現れている。 

 

・ 専門部（学校農業クラブ）活動等：ＳＳＨ指定に伴い一部改編されたバイオサイエンス科付設の農

業クラブ専門部「バイオ研究部」「食品科学部」「食品製造研究部」「農産加工学研究部」「分析化学

部」に加え、「醗酵部」が放課後、長期休業中にさまざまな研究活動に取り組み、多くの成果を挙げて

いる。学校農業クラブ活動では社会貢献活動、新聞社や教育委員会主催の、小中学生を対象とした科学

啓発イベント等への実験ブースの出展や中学校への出前授業や中学生を迎えての実験講習を積極的に

行っている。これらの学校農業クラブで活動する生徒は、バイオサイエンス科の活動の中核となる生徒

として成績上位者の多くを占めている。また、フラワーファクトリ科、環境緑化科を含めＰＴＡ活動事

業による「学習奨励金」によって継続的に支援を受けている生徒研究グループがあり、その研究成果は

多くの賞を受けている。大学進学を果たしている者のほとんどが、専門部活動を通じて得られた賞を活

用し推薦入試により入学している。 

 

・課題研究活動：バイオサイエンス科では、「課題研究」の単位数を拡充し、２年次２単位、３年次３

単位とし、学科の中核専門科目として位置づけをおこなっている。従来、課題テーマにより４分野でお

こなってきたものを５分野とし、より専門的な課題設定ができる環境を整え、3 年生全員が口頭発表す

る卒業研究発表会を実施してきた。これらの活動の結果、外部の研究発表会等へ出場する生徒やグルー

プが、増加するとともに、テレビ局や地方自治体主催の食品開発コンテスト等でも、上位入賞する事例

が増えてきている。 

 

・進路希望の状況：進学について４年制大学に進学する生徒も多いが、従来からの農業系家政系の大学

への進学にとどまらずＳＳＨ事業が始まってからは、薬学部等の理系学部への進学希望が増えつつあ

る。また、従来から農業高校推薦制度を活用してきた栽培系、食品系学部以外の、工学系、医療系の学

部への進路希望が増えている。一方、就職については、食品、醸造、薬品、化学関連メーカーを中心と

した関連企業への就職が増加している。 

 

【研究の仮説】 

・先端機器の日常的運用：現在、産業教育用として保有しているにもかかわらず、費用的制約によって、

稼動時間、活用機会の制限を受けている理化学機器としてＳＥＭ（走査型電子顕微鏡）、ＩＣＰ―ＡＥ
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Ｓ（誘導結合プラズマ発光分光分析装置）、ジャーファーメンター（小型自動発酵装置）、ＨＰＬＣ（高

速液体クロマトグラフィ）、ジェネティックアナライザ（ＤＮＡ塩基配列・遺伝子分析装置）がある。

これら先端の理化学機器について一層の教育的活用を図り、科学技術教育機会の充実に努め、また、研

究機関・企業の研究者、技術者との交流を踏まえた積極的な「課題研究」の展開と発表活動の充実によ

り、将来の科学技術者としての使命感、責任感を育むとともに先端領域の科学技術に対する自発的な学

習意欲を醸成するこができる。 

 

・基礎学力充実と科学技術教育の関連：従来から、興味関心はあるものの学力面に不安があることから

積極的な学習活動、研究活動等の取り組みに踏み込めない生徒について、科学技術教育と並行して国語、

数学、英語などの基礎学力を充実させる教育活動を展開する。これにより、学力の高い生徒が行う課題

研究と遜色のない研究活動が期待できる。 

 

・英語による科学技術教育の展開：科学技術に関連する産業の国際化への対応に関わる重大な要素とし

て英語力と国際性の醸成がある。一方、専門高校においては専門教科の履修が一定必要になるため、英

語や理数科目の授業時間を十分に確保することが難しい、そのため教育内容の精選、効率的教育活動の

具体的展開が必要である。そこで、科学技術教育と英語教育を融合させることにより、英語力の醸成を

効率的におこなうことができる。また、英語による情報発信を積極的に行う機会を設けるとともに海外

の農業高校をはじめとする様々な高校の生徒・教員と情報機器を活用し交流することにより、生徒は国

際性を高めていくことができる。 

 

（２）研究内容・方法・検証 

研究内容１「農業クラブ専門部活動や専門科目「課題研究」における探究的な生徒研究活動での理化

学機器の運用や大学・企業等外部機関との連携による高度化、専門化と生徒研究発表機会

の確保」 

 方法 

   ①生徒研究活動支援 

・農業クラブ専門部における科学技術、自然科学および農学等に関連する生徒研究活動等の支援

を行う。 

・科目「課題研究」におけるバイオ、食品、化学、環境、農学分野の科学技術、自然科学および

農学等に関連する生徒研究活動の支援を行う。 

   ②生徒研究発表活動支援 

・校内で生徒の研究発表会を開催する。 

・校外の学術団体等主催の高校生研究発表会での発表に支援を行う。 

   ③高大連携等 

・実験技術指導：大学、研究機関との連携下で講義、実習、データ解析指導、研究発表を総合的

に取り組む。生徒研究活動の指針となる実験・調査技術について大学および専門機関の研究者

から指導を受ける。 

   ③校外研修活動等 

・企業研修等：関連企業および研究所において先端領域について講義、実習を受ける。 

・アグリサイエンスツアー：SSH 研究発表会の開催にあわせ、当発表会見学と日ごろ触れる機会

の少ない、首都圏の食品・農業関係の科学館他の諸機関で見学、研修を受ける。 

   ④ SSH 生徒研究発表会・交流会等への参加 

   ⑤ 社会貢献活動（成果普及・小中連携活動） 

・科学啓発活動等の取組を支援する。 

 

研究内容２「科学技術教育と英語教育の融合による効率的な実業高校教育課程の検討と国際性の育

成、および基礎学力充実に関する取組みの連携的実施」 

方法 
  ①学校設定教科「グローバルサイエンス」の設置 
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・「Science」2 単位（第 2学年）：多くの専門科目学習を求められる実業系専門学科における

英語と理科および専門領域の融合的学習を実現するための英語力の養成法について検討を

重ねる。 

・「サイエンス情報」2 単位（第 2 学年）：情報機器の活用等の情報学習について、生徒研究

活動への活用法を主体とした学習の改良点について検討を重ねる。 

    ・「グローバル生物」2 単位、「グローバル化学」2 単位（第 3 学年）：英語を母語としない

生徒用の英文テキストを用い、高等学校程度の生物、化学の内容に関する授業の実施につい

て、その実現を検証する。 

    ・「技術英語」2 単位（第 3 学年）：専門領域の記述に用いられる英文について読解する能力

の育成に関する授業法を検討する。 

   ②国際性の育成 

・海外研修の参加の準備と現地での学習を通じて国際性の育成を図る。 

    ・留学生ＴＡによる共同研究活動、発表準備活動を通じて国際性の育成を図る。 

   ③理科科目追加履修 

・従来教育課程にない理科科目「物理基礎」（2単位）を 7限目に実施する。 

④学校設定教科「教養」科目「基礎学力」の実施 
・第 1学年を基礎学力養成期間として位置づけ、全学科の生徒を対象に国語・数学・英語の補

充学習を、外部教材を用いて実施する。 
 

 検証 

   ①運営指導委員会の開催  

   ・有識者と学校関係者による運営指導委員会を９月下旬と１月の２回開催し、本年度の SSH 事業

に関し、指導助言を受ける。 

   ②事業の評価 

   ・各事業毎に、参加生徒に対しアンケートを実施し、事業参加についての SSH 事業の主旨、農業

高校の設置目的、一般的な社会通念に関わる事柄など「参加意義の認識」についてデータの収

集を図る。 

・校内の全生徒に対し、実験実習への取り組み姿勢に関する内省的なアンケートを実施し、これ

らの SSH 事業へ希望して参加している生徒と、一般生徒の間の差異を明らかにする。また、こ

れらの事業が将来の科学技術者としての使命感、責任感を育むとともに先端領域の科学技術に

対する自発的な学習意欲を醸成することができているのかを確かめる。 

・外部発表、関連コンテストへの応募の件数について経年的な増減と受賞状況によって、仮説の

検証材料とする。 

③報告書の作成 

本年度の事業全般についてその評価を踏まえ、報告書を作成する。 

 

（３）必要となる教育課程の特例等 

  ①必要となる教育課程の特例とその適用範囲（バイオサイエンス科のみ対象） 

・第２学年で履修設定している必履修科目「情報Ａ」２単位を、「サイエンス情報」（２単位）で

代替する。 

   ②教育課程の特例に該当しない教育課程の変更 

・学校設定教科「グローバルサイエンス」を設定する。 
・学校設定教科「グローバルサイエンス」の科目として、次の５つの学校設定科目を設ける。 

「Science」（２単位）第２学年において履修 
「サイエンス情報」（２単位）第２学年において履修 

    「グローバル生物」（２単位）第３学年において履修 
「グローバル化学」（２単位）第３学年において履修 

    「技術英語」（２単位）第３学年において履修 
  ・学校設定教科「教養」学校設定科目「基礎学力」（１単位）第１学年において履修 
  ・理科科目「物理基礎」（２単位）を第１学年、第２学年の 2 年間で分割履修 
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４ 研究組織の概要 

（１） SSH 運営指導委員会 

氏    名 所            属 職  名 

細見 彰洋 

渥美 茂明 

土屋 英男 

天根 哲治 

馬場 勝 

広瀬 祐司 

脇田 裕史 

 (独)大阪府農林水産総合研究所 

兵庫教育大学自然系教育分野 

京都教育大学産業技術科学分野 

兵庫教育大学大学院 

池田市立秦野小学校（池田市校長会） 

 大阪府教育センター理科教育研究室 

大阪府教育センター産業・情報教育研究室 

統括研究員 
教授 

教授 

教授 

校長（会長） 

主任指導主事 

主任指導主事 

 

（２） 研究組織の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  下線の部・班は本年度、新設または参加開始 

（３） 各委員会等の主な役割 

・ＳＳＨ運営指導委員会 

大学、研究機関、地元学校関係者、大阪府教育センター関係者で構成される外部評価機関 

・ＳＳＨ委員会 

ＳＳＨ事業全般の校内調整、連絡業務の実施。予算編成と執行、各事業の実施に関する承認業務、

研究実施報告書の作成 

・バイオサイエンス科会議 

ＳＳＨ事業全般の企画、立案 

 

（４）各事業の実施時期 

 事 業 項 目  実施期間（契約日 ～ 平成２７年３月３１日） 

4 月 

 

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10

月

11

月

12

月 

1 月 2 月 3 月
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① 学校設定科目             

② 高大連携等             

③ 校外研修活動等             

④ SSH 生徒研究発表

会・交流会等への参

加 

            

⑤ 国際性の育成             

⑥ 運営指導委員会の

開催 

            

⑦ 社会貢献活動（成果普

及・小中連携活動） 
            

⑧ 事業の評価             

⑨ 報告書の作成             

⑩ 生徒研究活動支

援 

            

⑪ 生徒研究発表活

動支援 

            

⑫ 理科科目追加履

修 

            

 

５ 研究計画・評価計画 

第１年次（平成２４年度） 

 【全般的内容】 

  ４月～ ・第１回運営指導委員会議の開催 

・バイオサイエンス科新入生と保護者を対象にＳＳＨコース生募集に関する説明会 

・ＳＳＨコース希望者多数の場合は面接による選抜の実施 

  ・ＳＳＨ事業に関するガイダンスの実施 

・ＳＳＨ指定を受けた農業高校間で連絡会を立ち上げる。 

  ６月 ・学校農業クラブ校内予選会を兼ねて校外のホールで科学講演会を実施 

各月 ・校内ＳＳＨ委員会による連絡会の実施 

  ２月 ・第２回運営指導委員会議の開催 

  ３月 ・保護者対象の年次経過報告会の実施 

 【研究内容１について】 

  ４月 ・ＳＳＨコース生対象に学校農業クラブの説明会実施と所属先部の決定 

  ・備品購入に関する諸手続きの開始 

５月〜 ・連携先大学、企業、研究所と連携事業の具体的内容の調整作業、策定会議の開催 

  ・基礎技術習得のための実験実習の実施 

  ・小中学生対象の科学啓発活動の企画実施 

  ・学校農業クラブ研究活動の実施と諸発表会への参加 

  ・企業、大学、研究所等との個別研究活動の開始 

・日本学校農業クラブ連盟全国大会（大阪大会）での英語による発表部門新設について

日本学校農業クラブ連盟事務局、全国大会事務局と調整を開始 

  ２月 ・事業内容評価のためのアンケートとその分析作業の実施 

  ・第２回運営指導委員会ならびに途中経過報告会への提出資料作成 



－ 13 －

 

13 
 

 【研究内容２について】 

  ４月 ・学校設定教科「教養」の科目「基礎学力」の開始 

基礎学力に関する補充授業実施前評価試験の実施 

基礎学力補充授業の体制の準備開始 

  ５月〜 ・基礎学力補充授業科目「基礎学力」の実施 

・平成２４年度開始の学校設定教科「グローバルサイエンス」の科目「Science」「グロ

ーバル生物」「グローバル化学」の教材研究 

  ２月 ・学校設定科目「基礎学力」に関する授業実施後評価試験の実施 

  ・第２回運営指導委員会ならびに途中経過報告会への提出資料作成 

第２年次（平成２５年度）［前年次重複分は省略］ 

 【全般的内容】 

４月 ・第１年次報告書の関係先への配布 

 【研究内容１について】 

４月〜 ・海外の農業高校・研究機関との連携事業の詳細について検討作業を開始 

 【研究内容２について】 

４月〜 ・第２学年ＳＳＨコース生を対象とした学校設定教科「グローバルサイエンス」の科目

「Science」の開設 

・平成２５年度開始の学校設定教科「グローバルサイエンス」の科目「技術英語」「グ

ローバル生物」「グローバル化学」の教材研究の開始 

第３年次（平成２６年度）［前年次重複分は省略］ 

 【研究内容１について】 

４月〜 ・第３学年において海外の農業高校・研究機関との具体的連携事業を開始する。 

７月 ・大阪府農業クラブ研究発表会における英語による研究発表を試行する。 

２月 ・卒業研究発表会の実施 

 【研究内容２について】 

４月 ・第３学年学校設定教科「グローバルサイエンス」の科目「グローバル生物」「グ 

ローバル化学」「技術英語」の開設 

第４年次（平成２７年度）［前年次重複分は省略］ 

 【全般的内容】 

１１月 ・創立１００周年記念事業の一つとして、研究発表会を開催 

第５年次（平成２８年度）［前年次重複分は省略］ 

 【全般的内容】 

３月 ・最終報告書の作成と最終報告会の開催 

 【研究内容１について】 

  １０月 ・日本学校農業クラブ全国大会において、ＳＳＨ農業高校を主体に英語による研究発表

会を実施する。 

 

６ 研究組織の概要 

（１）ＳＳＨ運営指導委員会 

ＳＳＨ研究開発事業に対して、専門的見地から指導、助言、評価を行う。大学教員、学識経験者、

企業における研究者、行政機関（府環境農林水産部）の職員等で組織する。 

（２）ＳＳＨ委員会 

ＳＳＨ研究開発事業全般ついて，企画・運営・実施・研究開発・予算編成等を担当する。 

（構成）教頭，首席、バイオサイエンス科長，バイオサイエンス科教員、環境緑化科関係教員、フ

ラワーファクトリ科関係教員、理科主任、理科教員、英語科主任，英語科教員、教務部員、

事務職員等で組織する。 

（３）その他 

・科目担当者会議：教育内容の検討 

・海外研修担当者会議：海外研修の立案、実施準備、実施業務全般 
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第２章 研究開発の経緯 

【平成２４年度（第 1年次）概略】生徒研究活動の研究課題の募集を、４月当初に行い、ＳＳＨの事業

主旨に合致している５専門部１８課題をＳＳＨ事業支援研究課題として校内で採択した。募集は、各学

科に付設の専門部を単位に行った。また、生徒研究活動用の卓上型顕微鏡（走査型電子顕微鏡）の導入

を行った。 

教育課程に関して、理科追加履修は、３学科１６名が履修を開始した。研究開発の目的を達成するた

めに、生徒研究活動の支援、研究発表会の開催、外部研究発表会への派遣、出前授業・特別講義による

高大等連携、校外企業研修、国際性の育成の為のオーストラリア海外研修を実施した。基礎学力向上に

関連して、高校入学後の基礎学力向上の可能性について検討した。 

【平成２５年度（第２年次）概要】教育課程に関する研究事項として、バイオサイエンス科２年生から

８名が「ＳＳＨコース」生徒として、学校設定教科「グローバルサイエンス」の履修を開始した。本年

度は第 2学年の学校設定科目「Science（２単位）」と「サイエンス情報（２単位）」が開設された。 

 生徒研究活動の支援は、専門部以外の科目「課題研究」の４グループに対しても特定課題を対象に研

究活動支援を行った。複合的な事業としての「首都圏サイエンスツアー」、海外での国際シンポジウムに

発表生徒派遣を本年度初めて試みた。 

【平成２６年度（第３年次）】 

探究的な生徒研究活動に関連して参加する専門部が４グループ（バイオサイエンス科１フラワーファ

クトリ科３グループ）、課題研究班が１班（フラワーファクトリ科）、その他が１グループ（理科）増え

た。その結果、専門部１４グループ、課題研究班４班、農業科教員１７名、理科教員１名、全１８名の

教員による指導体制で活動の支援が行なわれた。 

教育課程に関連しては、SSH コース３年次設定科目「グロ―バル生物」（２単位）「グローバル化学」（２

単位）「技術英語」（２単位）が年次進行に伴い開設された。 

その他の事業については継続的に行われ、事業毎に、参加生徒に対しアンケートを実施した。前年ま

での結果を踏まえ、本年度は事業参加についての「意義の認識範囲」についてデータの収集を図った。 

校内の全生徒および他校に協力を求め、実験実習への取り組み姿勢に関する内省的なアンケートを実

施し、これらの SSH 事業へ希望して参加している生徒と、一般生徒の間の差異を明らかにし、これらの

事業が将来の科学技術者としての使命感、責任感を育むとともに先端領域の科学技術に対する自発的な

学習意欲を醸成することに働きがけができているのかの検証に取り組んだ。 

○各研究領域に関連する事業構成と事業実施カレンダー（教育課程研究事業を除く） 

Ａ：生徒研究活動 Ⅰ 研究活動  Ⅱ 研究準備活動／研究の為の専門領域学習  Ⅲ 研究発表活動   

Ⅳ 研究発表見学 

Ｂ：高大等連携  Ⅰ 出前授業（特別講義） Ⅱ 研究室訪問     Ⅲ その他 

Ｃ：校外研修   Ⅰ 企業研修       Ⅱ 講演会等参加   Ⅲ その他 

Ｄ：国際性の育成 Ⅰ 海外研修       Ⅱ 海外研修準備 

Ｅ：教育課程に関する研究  Ⅰ 新教科「グローバルサイエンス」関連   Ⅱ 理科科目追加履修 

Ｆ：SSH 成果普及、科学技術教育社会貢献活動 
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月 日 内  容 領域 掲載 

５月３日（土） 大阪大学産業技術研究所一般公開見学等 バイオ研究部６名  A-Ⅱ － 

５月 10 日（土） 彩都バタフライガーデン蝶類および植物調査カシノナガキクイムシの被害

状況調査 場所：茨木市・吹田市、環境緑化科 ビオトープ部１３名 

A-Ⅰ (21) 

５月 25 日（日） サイエンスフェスタ野外教室出展 ビオトープ部員１５名 場所：万博公

園 

A-II,F P31 

６月 21 日（土） バタフライガーデンの製作と蝶類およびカシナガ調査 場所：大阪府能勢

町 妙見山、参加生徒 環境緑化科 ビオトープ部１６名 

A-I (21) 

７月 17 日（木） 研究発表研修会「プロジェクト発表・研究発表に関する勉強会」／講演「研

究発表の意義と方法」講師 甲子園大学教授 浅田雅宣先生  

B-I P45 

７月 20 日（日） 日本生物学オリンピック２０１４予選参加 場所：大阪教育大学（柏原キ

ャンパス）参加生徒 バイオサイエンス科 ６名 

G － 

７月 24 日（水） 

  28 日（月） 

教員向け「バイオサイエンス実験実習講座」開催 場 所：バイオ実験室・

電子顕微鏡室 参加教員：SSH 指定２校４名、指定外５校６名 

F － 

８月 1 日（金） 彩都バタフライガーデン・伊丹空港バタフライガーデン蝶類および植物調

査 参加生徒：環境緑化科 ビオトープ部１１名 

A-I （21）

８月４日（月） 

～６日（水） 

首都圏アグリ＆フードサイエンスツアー ２学科１３名参加 場所：神奈

川、茨城、東京 

A-ⅡⅣ, 

B-II,C-1

P43 

８月６～８日 SSH 生徒研究発表会 BS 科バイオ研究部４名 場所：パシフィコ横浜 A-III P27 

８月 20 日（水） 企業研修「近鉄ふぁーむ花吉野」場所：奈良県吉野郡、講師大阪府立大学

植物工場研究センター川合和明氏、参加生徒 FF 科２，３年生 １０名 

A-II 

C-I 

P33 

８月 23 日（土）

～24 日（日） 

科学の祭典サイエンスフェスタ出展 場所：大阪市 参加生徒 BS 科バイオ

研究部８名 

F P31 

８月 24 日（日）

～25 日（月） 

日本鳥学会大会 中学生・高校生ポスター発表会生徒派遣 場所：立教大

学（池袋キャンパス） 派遣生徒：BS 科バイオ研究部員３名 

A-III P28 

９月 13 日（土）

～14 日（日） 

日本植物学会高校生ポスター発表研究発表生徒派遣・日本科学未来館見学 

場所：明治大学 派遣生徒：BS 科バイオ研究部員 ４名 

A-III 

C-III 

P29 

９月 13 日（土） 箕面昆虫館バタフライガーデン、食草温室植物調査 場所：箕面昆虫館 

参加生徒 環境緑化科 ビオトープ部１５名 

A-I 

B-III 

P32 

９月 14 日（日） 日本うどん学会第 12 回全国大会生徒派遣 場所：愛知学院大学（名城公園

キャンパス）派遣生徒：バイオサイエンス科 農産加工学研究部６名 

A-III P30 

９月 14 日（日） 豊中市科学教室出展 場所：豊中市教育センター 派遣生徒：バイオサイ

エンス科バイオ研究部 ３名 

F P31 

９月 15 日（月） 日本昆虫学会第７４回大会 高校生によるポスター発表研究発表生徒派遣 

場所：広島大学（東広島キャンパス）派遣生徒：ビオトープ部員３名 

A-III P28 

９月 29 日（月） 府立豊中高等学校ＳＳＨ成果報告会 課題研究中間発表会 招待発表 

内容：ポスター発表１件 派遣生徒：バイオ研究部 １年４名 

A-III P29 

10 月 10 日（金） 第 1 回運営指導委員会 - － 

10 月 10 日（金） 企業研修「大和ハウス 植栽管理実習」 参加生徒：FF 科１７名 C-I P33 

10 月 25 日（土） 大阪府生徒研究発表会・大阪サイエンスデイ 派遣生徒 ＢＳ科１７発表、

ＫＲ科３発表、ＦＦ科３発表（全６１名） 

A-Ⅲ、Ⅳ P28 

10 月 25 日（土） 第 6 回女子生徒による科学研究発表交流会 生徒派遣 場所：京都大学百

周年時計台記念館 派遣生徒 BS 科バイオ研究部２名 

A-III P29 

11 月９日（日） 園芸高校記念祭ＳＳＨ生徒研究一次発表会  発表件数：SSH 生徒研究３

２件、学習奨励金活動１６件 計４８件 

A-III P26 

11 月 13 日（木） 日本菊花全国大会出展菊管理作業 参加生徒：FF 科 ３年３名 A-I、II P25 

11 月 15 日（土） バタフライガーデンの製作と蝶類およびカシナガ調査 場所：大阪府能勢

町 参加生徒： 環境緑化科 ビオトープ部 １５名 

A-I、II (21) 
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11 月 22 日（土） 立命館大学生命科学部久保研究室訪問 場所：立命館大学びわこ・草津キ

ャンパス 派遣生徒：バイオサイエンス科１、２年 １１名 

A-II、 

B-II 

P32 

11 月 23 日（日） 大阪府生徒生物研究発表会 生徒派遣 場所：大阪市立自然史博物館 

派遣生徒：BS 科バイオ研究部４名、農産加工学研究部３名 

A-III P30 

11 月 28 日（金） 出前授業「有用微生物研究の実際」 講師：近畿大学応用生命科学科 教

授 岸本憲明 参加生徒：ＢＳ科１，２年 １３６名 

B-I P44 

11 月 23 日（土） 岐阜県立岐阜農林高等学校 SSH 生徒研究発表交流会への生徒派遣 

参加生徒：バイオサイエンス科バイオ研究部 ２年生２名、1 年生２名 

A-Ⅲ － 

12 月 16 日（火） 園芸高校 SSH 事業中間成果報告会、公開授業、 

第 6 回出前授業「遺伝子組み換え作物から考える」 

F 

B-I 

－ 

P45 

12 月 18 日（木） 近畿大学農学部農業生産科学科研究室訪問 場所：近畿大学富雄キャンパ

ス 派遣生徒：バイオサイエンス科１，２年生１９名 

A-II, 

B-I,II  

P43 

12 月 21 日（日） 全国 SSH 情報交換会（校長・教員１名） - － 

１月 21 日（水） バイオサイエンス科卒業研究発表会参加生徒：BS 科生徒 1～３年全員 A-Ⅲ,IV P27 

１月 24 日（土） 園芸高校 SSH 生徒研究総合発表会・第２回運営指導委員会 場所：池田市民

文化会館 参加生徒：３科ＳＳＨ事業主対象生徒、ＢＳ科１，２年生 

A-III, 

IV 

P26 

２月２日（月） 

～３日（火） 

琉球大学農学部亜熱帯農林環境科学科作物学研究室訪問 場所：国立大学

法人 琉球大学 参加生徒：BS 科農産加工学研究部生徒５名 

A-II, 

B-II 

P32 

２月６日（金） 府立住吉高校ＳＳＨ国際科学研究発表会 招待発表生徒派遣 場所：大阪市

立大学田中記念館 派遣生徒：バイオ研究部員２名 

A-III P30 

２月 14 日（土） 「科学の街 とよなか」推進事業サイエンスフェスティバルブース出展 

参加生徒 BS 科 バイオ研究部 1 年４名 

F P32 

２月 15 日（日） 特別講義「昆虫学入門講座」 場所：箕面公園昆虫館、参加生徒 環境緑

化科 ビオトープ部 計１５名 

- P33 

３月５～13 日 ＳＳＨオーストラリア国アグリサイエンス海外研修 派遣生徒予定 ５名 D-I,B-II P48 

３月 16 日（月）

～17 日（火） 

高崎健康福祉大学健康栄養学科研究室訪問 場所：高崎健康福祉大学 健

康栄養学科 参加予定生徒：バイオサイエンス科 醗酵部８名 

A-II, 

B-II 

P44 

３月 26～27 日 「ジュニア農芸化学会２０１５」研究発表および「岡山大学農学部研究室」

訪問生徒派遣 派遣生徒：BS 科バイオ研究部２名 

A-III, 

B-II 

P29 

P44 
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11 月 22 日（土） 立命館大学生命科学部久保研究室訪問 場所：立命館大学びわこ・草津キ

ャンパス 派遣生徒：バイオサイエンス科１、２年 １１名 

A-II、 

B-II 

P32 

11 月 23 日（日） 大阪府生徒生物研究発表会 生徒派遣 場所：大阪市立自然史博物館 

派遣生徒：BS 科バイオ研究部４名、農産加工学研究部３名 

A-III P30 

11 月 28 日（金） 出前授業「有用微生物研究の実際」 講師：近畿大学応用生命科学科 教

授 岸本憲明 参加生徒：ＢＳ科１，２年 １３６名 

B-I P44 

11 月 23 日（土） 岐阜県立岐阜農林高等学校 SSH 生徒研究発表交流会への生徒派遣 

参加生徒：バイオサイエンス科バイオ研究部 ２年生２名、1 年生２名 

A-Ⅲ － 

12 月 16 日（火） 園芸高校 SSH 事業中間成果報告会、公開授業、 

第 6 回出前授業「遺伝子組み換え作物から考える」 

F 

B-I 

－ 

P45 

12 月 18 日（木） 近畿大学農学部農業生産科学科研究室訪問 場所：近畿大学富雄キャンパ

ス 派遣生徒：バイオサイエンス科１，２年生１９名 

A-II, 

B-I,II  

P43 

12 月 21 日（日） 全国 SSH 情報交換会（校長・教員１名） - － 

１月 21 日（水） バイオサイエンス科卒業研究発表会参加生徒：BS 科生徒 1～３年全員 A-Ⅲ,IV P27 

１月 24 日（土） 園芸高校 SSH 生徒研究総合発表会・第２回運営指導委員会 場所：池田市民

文化会館 参加生徒：３科ＳＳＨ事業主対象生徒、ＢＳ科１，２年生 

A-III, 

IV 

P26 

２月２日（月） 

～３日（火） 

琉球大学農学部亜熱帯農林環境科学科作物学研究室訪問 場所：国立大学

法人 琉球大学 参加生徒：BS 科農産加工学研究部生徒５名 

A-II, 

B-II 

P32 

２月６日（金） 府立住吉高校ＳＳＨ国際科学研究発表会 招待発表生徒派遣 場所：大阪市

立大学田中記念館 派遣生徒：バイオ研究部員２名 

A-III P30 

２月 14 日（土） 「科学の街 とよなか」推進事業サイエンスフェスティバルブース出展 

参加生徒 BS 科 バイオ研究部 1 年４名 

F P32 

２月 15 日（日） 特別講義「昆虫学入門講座」 場所：箕面公園昆虫館、参加生徒 環境緑

化科 ビオトープ部 計１５名 

- P33 

３月５～13 日 ＳＳＨオーストラリア国アグリサイエンス海外研修 派遣生徒予定 ５名 D-I,B-II P48 

３月 16 日（月）

～17 日（火） 

高崎健康福祉大学健康栄養学科研究室訪問 場所：高崎健康福祉大学 健

康栄養学科 参加予定生徒：バイオサイエンス科 醗酵部８名 

A-II, 

B-II 

P44 

３月 26～27 日 「ジュニア農芸化学会２０１５」研究発表および「岡山大学農学部研究室」

訪問生徒派遣 派遣生徒：BS 科バイオ研究部２名 

A-III, 

B-II 

P29 

P44 
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第３章 研究開発の内容 

１．研究内容「専門部活動や科目「課題研究」における探究的な生徒研究活動での理化学機器の運用や

大学・企業等外部機関との連携による高度化、専門化と生徒研究発表機会の確保」 

仮説：SSH 事業に参加する専門部や課題研究班において探究的な生徒研究活動に取り組み、内外に発表

する機会の多い生徒は、将来の科学技術者としての使命感、責任感を育むとともに先端領域の科学技術

に対する自発的な学習意欲を醸成することができている。 

 

①生徒研究活動支援 

１）バイオサイエンス科 

（１）バイオ研究部 

活動生徒数：1年生男２、女２、２年生男４、女４、３年生男１１、女１、計２４名 

活動カレンダー： 

６月 ・FFJ 校内予選会で１年生４人、３年生１人がプロジェクト発表で学科代表となる。 

７月 ・日本生物学オリンピック 2014 に１年生２人、２年生２人が出場した。・FFJ 府予選会プ

ロジェクト発表をした。・チーズフェスタ主催チー１グランプリに２年生１人が出場した。 

８月・パシフィコ横浜で行われたSSH生徒研究発表会に学校代表として参加し、研究発表した。 

・青少年のための科学の祭典に１年生４人、２年生４人、３年生２人がブース出展をした。 

・日本鳥学会 2014 年大会ポスター発表で１年生２人、３年生１人が奨励賞を受賞した。 

９月 ・豊中市第６０回小・中学生理科展に参加し、顕微鏡による微生物観察の講習を行った。 

・日本植物学会第７８回大会高校生ポスター発表に２年生４人が参加した。 

１０月・大阪府生徒研究発表会～大阪サイエンスデイ～に参加し、研究発表を行った。 

  ・集まれ！理系女子 第６回女子生徒による科学研究発表交流会で奨励賞を受賞した。 

 １１月・創立記念祭 SSH 生徒研究一次発表会で、３点が優秀賞を得た。・立命館大学生物機能工

学研究室訪問に１年生５人、２年生１０人が参加した。・大阪府生物教育会に参加し、１

年生４人が研究報告を行った。 ・京都学園大学主催バイオ環境賞で２年生４人が佳作を

受賞した。 ・２年生１人、３年生２人が論文審査により FFJ 上級位を取得した。 

１２月・２年生４人がリバネス社主催サイエンスキャッスルに参加し、口頭発表を行った。 

１月・SSH 生徒研究総合発表会に口頭発表で１年生２人、２年生４人、英語発表で１年生２人、

２年生１人、３年生１人、ポスター発表で 3年生１２人が参加した。 

２月・豊中市サイエンスフェスティバルに参加し、児童・生徒対象に細胞観察の講習を行った。 

生徒研究テーマ： 

・ササユリの系統間雑種の着花性能と耐病性、増殖に関する研究 ・ツバメの DNA 分析による系

統調査 ・海藻の資源化に関する研究 ・セルロース分解菌の分離と同定 ・デントコーンを用

いたバイオエタノール製造の研究 ・無菌培養による金鯱（Echinocactus grusonii）の生育促

進および大量増殖に関する総合的研究 ・紫芋の利用に関する研究 

活動内容： 

バイオ実験を中心に探究的な生徒研究活動に積極的に取り組んできた。多くの機会を得て発表

した。また小中学生へのバイオ実験指導を中心に社会貢献活動に取り組んできた。 

  指導教員：農業科教諭 南出孝明・谷本忠芳、期付講師 山下昭、主幹教諭（農業科） 西村秀洋 

活動風景： 

  

  大阪サイエンスデイ発表風景   バイオ実験風景     デジタル生物顕微鏡の操作 



－ 18 －

18 
 

 
（２）食品科学部 

   活動生徒：２年 男２名、３年 男１名 
活動カレンダー： 
５月３０日（金）箕面市立第三中学校での実験指導 部員３名アシスタント指導員（ＡＴ）と

して参加 
６月２１日（土）川西市立川西中学校での実験指導 部員２名がＡＴとして参加 
７月１０日（木）箕面市立第二中学校での実験指導 部員３名がＡＴとして参加 
１１月１４日（金）池田市立池田中学校での実験指導 部員１名がＡＴとして参加 

活動記録： 
７月２２日（火）ＦＦＪ大阪府予選会にて意見発表 文化生活の部 テーマ「ＳＳＨ一期生と

して」  
１０月２５日（土）大阪府ＳＳＨサイエンスデイにてポスター発表 テーマ「キトサンビーズ

を担体としたバイオリアクターの製作」 
１１月９日（日）記念祭時に園芸高校ＳＳＨ生徒研究中間発表会にてポスター発表 テーマ「キ

トサンビーズを担体としたバイオリアクターの製作」 
１月２４日（土）園芸高校ＳＳＨ生徒研究発表会にてポスター発表 テーマ「キトサンビーズ

を担体としたバイオリアクターの製作」 
   指導教員：主幹教諭（農業科） 田中俊之 

 
（３）分析化学部 
活動生徒数：３年生 １０名（男子２，女子８） 
活動日： 火、木 
活動カレンダー： 
６月 ・FFJ 校内予選会プロジェクト発表２件。 
１０月・大阪府生徒研究発表会に参加し、3 年生４人がポスター発表を行った。 
１１月・ 創立記念祭で行われた SSH 一次発表会で、3 年生 2 人がポスター発表を行った。 

生徒研究テーマ 
食品の各種栄養成分分析 

活動内容 
・園芸高校で製造した味噌と市販味噌との栄養成分比較・高速液体クロマトグラフィーによる分

析実験、「脂質の定量」については、実験手法の改良に目途が立った。 
  指導教員：農業科教諭 安西一義 

活動風景 

 
   タンパク質の定量     脂質の定量         無機質分析の様子 
 
（４）農産加工学研究部 
活動生徒数：３年生２１名、２年生１名、１年生５名（一部の活動は課題研究と連携実施） 
活動概要： 
＜研究発表活動＞「日本うどん学会第 12 回全国大会」「近畿学校農業クラブ連盟研究発表大会プ
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ロジェクト発表」「大阪府高等学校生物教育会生徒生物研究発表会」「大阪府生徒研究発表会～大

阪サイエンスデイ～」等 
＜各種大会＞「第 4 回全国高校生そば打ち選手権大会」「MBS 毎日放送カレー甲子園」「信州み

のわ農産物アイデア料理コンテスト」「第 2 回森の恵みスープ料理コンテスト」「素人そば打ち段

位初段試験」等 
＜社会貢献＞「視覚障がい者を対象としたそば打ち講習会の実施」「本校文化祭における開発食品

の販売」 
＜栽培関係＞2014 年 3 月～12 月 サトウキビの栽培、2014 年 5 月～11 月 ラッカセイの栽培 
＜研究室訪問等＞第 10 回日本そば大学講座神戸須磨学舎、近畿大学農学部作物学研究室、琉球

大学農学部作物学研究室 
＜報道関係＞ 
4 月 22 日：ラジオ関西 谷五郎の心にきくラジオ「全国そば打ち選手権大会について」 
5 月 24 日：NHK テレビ あほやねんすきやねん 君にエール GOLD「そば打ち活動について」 
8 月 19 日：毎日放送 ちちんぷいぷい「カレー甲子園について」 
10 月 2 日：みのわ新聞「信州みのわ農産物アイデア料理コンテストについて」 
10 月 26 日：大阪日日新聞「素人そば打ち段位初段試験合格について」 
10 月 28 日：読売新聞「同上」 
11 月 4 日：朝日新聞「同上」 
12 月 25 日毎日放送 ちちんぷいぷい 遥かな未来へ「そば打ち活動について」 
1 月 5 日：関西テレビ ニュースアンカー「そば打ち活動について」 

  指導教員：農業科教諭 石田真一 
活動風景： 

  
うどん学会          バイオサイエンス科実験圃場 

 
（５）食品製造研究部 
活動生徒数：１年８名（男１女７） ２年２名（男２） ３年１０名（男７女３） 
活動カレンダー： 

   ４月・五月山春のフェスティバル 「さくらジャム」の販売と研究活動の報告 
   ８月・おおさか食育フェスタ 2014 体験型食育ブースの出展 
  １１月・創立記念祭 アメリカンクッキー・野菜クッキー・パウンドケーキの製造／食育に関す

る活動発表と体験クイズの実施／ＳＳＨ生徒研究一次発表会 ポスター発表 
  １２月・パン工場での企業実習 

１月・ＳＳＨ生徒研究総合発表会 ポスター発表 優秀賞受賞 
   ３月・食育ヤングリーダーフォーラム 食育ヤングリーダー支援事業の活動発表 
生徒研究テーマ： 

  ・食育推進プロジェクト（食品と健康に関する研究） ・生産・商品開発 「さくらプロジェク

ト」 ・製造技術の習得 パン・菓子・ジャムなどの各種加工食品の製造技術の習得と向上  
・食品製造の科学性に関する研究 

指導教員：農業科教諭 澤田結香・西岡久夫  
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 活動成果：第９回全国高校生パンコンテスト 伊豆の国市長賞受賞 
 活動風景： 

   
    大阪食育フェスタ２０１４    五月山春のフェスティバル 
 
（６）醗酵部 

活動生徒数：2 年生 12 名（男子 10 名 女子 2 名） 
1 年生 9 名 （男子 7 名 女子 2 名） 

研究活動の記録 
    11 月 創立記念祭 白菜の塩漬けの製造・販売、ＳＳＨ生徒研究一次発表会 ポスター発表 
     1 月 ＳＳＨ生徒研究総合発表会 ポスター発表  
     3 月 ＳＳＨ高大連携事業 高崎健康福祉大学訪問 

研究テーマ 
    ・ぬか床における乳酸菌量の比較 ・キムチの酸度調査 

指導教員：農業科教諭 平尾豪基 
活動風景 

 
   白菜の漬け込み       滴定による酸度調査     実験圃場での活動 
 
 （７）課題研究加工食品開発班 

活動生徒数 ２年１４名（男９女５） 
活動カレンダー 

   ８月 ビール工場見学 
   １０月 大阪生徒研究発表会・大阪サイエンスデイ ポスター発表 
   １１月 創立記念祭 ＳＳＨ生徒研究一次発表会 ポスター発表 
   １２月 第９回全国高校生パンコンテスト応募 

１月 第９回全国高校生パンコンテスト 地産地消部門出場 伊豆の国市長賞受賞 
ＳＳＨ生徒研究総合発表会 ポスター発表  

生徒研究テーマ 
   １．製菓・製パンや加工食品の製造における製造原理の科学性の研究 
     ・豆腐製造における凝固剤の特性に関する研究 ・卵の起泡性と安定性に関する研究 ・パ

ンの発酵と水の特性に関する研究 
２．地域特産物を利用した加工食品の開発 

   ３．学校特産物を利用した加工食品の開発生産 
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活動内容 
製菓・製パンなどの加工食品の製造実習を通して製造技術の基礎・基本を習得し、加工食品の製

造原理を実験によって科学的に検証する。また、地産地消の食品を開発することを目指して、地

域や学校の特産物を利用した食品のレシピを考案し、各種のコンテストに応募する。 
指導教員：農業科教諭 西岡久夫  

  活動風景： 

 
豆腐の食味検査         パンの製造実習         第９回全国高校生パ

ンコンテスト 
（８）課題研究食品科学班 
 対象生徒：2 年生 15 名                   活動風景： 
生徒研究テーマ：「食品に関する多様な研究」 

    ・「米粉を活用したアミラーゼ生産」 ・「ハーブ植物“マロウ”

の活用に関する研究」・「植物性アイスクリームの開発」 
参加発表会：園芸高校創立記念祭ＳＳＨ生徒研究一次発表会、生

徒研究総合発表会 
   指導教員：農業科教諭 廣田美佐子 

                

ミ

アミラーゼ生産実験 
 ２）環境緑化科 
（１)ビオトープ部 

活動生徒数：３年男子５名女子１名、２年男子５名女子１名、１年男子６名 
活動概要： 
＜研究発表活動＞ＦＦＪ大阪府予選会、東京理科大学 坊っちゃん科学賞（優良賞）、神奈川大

学 理科・科学論文大賞、京都学園大学 バイオ環境賞、アサヒビール若武者育成塾、エコ１グ

ランプリ（近畿地区代表 全国大会出場）、自然観察路コンクール 佳作、森の調査隊フォトコ

ンテスト 近畿中国森林管理局長賞、第１７回高校生新聞社賞 大阪府教育長賞 
＜社会貢献・成果普及＞バタフライガーデンの制作（大阪市立長居植物園）、バタフライガーデ

ンの管理活動、理科実験野外教室（万博公園 自然文化園）、猪名川 特定外来生物 アレチウ

リ・ブルーギルの防除、水月公園 舟池 ブルーギルの防除、待兼山に発生するカシノナガキク

イムシの防除 
＜調査活動・その他＞ナラ枯れ調査(待兼山) 、蝶類調査、食餌植物調査、吸蜜植物調査 

生徒研究テーマ： 
・濡れタオルトラップを用いたカシナガ防除 ・布製ガムテープを用いたカシナガ防除 ・粘着

トラップを用いた昆虫類の捕獲調査、発生予察 ・浄水発生土の園芸利用に関する研究 ・待

兼山の自然観察路の作成 ・梅田スカイビル花野での蝶類調査、植物調査、吸蜜植物調査 
活動カレンダー： 
４月 ・待兼山 カシノナガキクイムシの調査開始 
５月 ・彩都バタフライガーデン管理 ・梅田スカイビル希望の壁 落成式 ・サイエンスフェ
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スタ理科野外実験 
６月 ・妙見の森バタフライガーデンづくり／７月・ＦＦＪ大阪府予選会／８月・若武者育成塾 
９月 ・大阪市立長居植物園バタフライガーデンづくり ・箕面公園昆虫館 バタフライガーデ

ンづくり ・日本昆虫学会 生徒発表 ・自然観察路コンクール 
１０月・神奈川大学理科・科学論文大賞 ・ＳＳＨ研究発表会（天王寺高校） ・大阪府産業教

育フェア― カシナガトラップの展示 ・坊っちゃん科学賞 受賞式 
１１月・森の調査隊フォトコンテスト ・緑の都市賞 受賞式 ・記念祭 ・エコ１グランプリ

２次審査 ・妙見の森バタフライガーデンづくり 
１２月・大阪空港バタフライガーデンづくり ・エコ１グランプリ全国大会 ・エコアクション

プロジェクト応募 ・若武者育成塾 最終審査会 
１月 ・長居植物園バタフライガーデンづくり ・ＳＳＨ生徒研究総合発表会 
２月 ・バタフライガーデンに関する手引書の発行 
３月 ・ビオトープ部機関誌の製作 

指導教員：農業科教諭 中村和幸 
 活動風景： 

 
箕面公園昆虫館        若武者育成塾        長居植物園 

 
（２）地域環境科学研究部 
活動生徒：３年生 男５名、２年生 女子１名 
活動の概要：測量機器の習熟に関しては通年で実施。 
実施カレンダー： 
４、５、６月 庭園調査、機材改修、メンテナンス 
７月 機材変更調査（必要な変更改造の検討） 周辺地域での調査（週１回） 
８～１０月画像調査 周辺地域での調査（週１回） 
１１、１２月データ収集の方法、エクセルデータ処理の実習、機材変更改修 

活動内容 
学校に飛来する鳥類の調査を実施し、それらの飛来状況と気象状況の関連を調べる。また、現

場周辺の地形の調査等測量の実習等を通じて実施する。 
 指導教員：農業科教諭 橋詰五百騎 
 活動風景： 

    
   餌台調査         餌台            電子機器の調整 
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（３)測量部（測量技術研究班） 
活動生徒：３年生 男１名女１名、１年生 男３名女１名 
活動概要： 測量機器の習熟に関しては通年で実施。 
実施カレンダー： 
４月～１０月 全国大会に向けた練習、データ収集 
１０月 全国学校農業クラブ連盟全国大会 平板測量競技会 
１０月～ 情報機器の操作に関しての実習、計算 

指導教員：農業科教諭 西村伸郎・橋詰五百騎 
  活動風景 

 
   平板測量          トータルステーション操作   伊丹空港施工の為の測量 
 
 ③フラワーファクトリ科 
（１)ハニービーサイエンスクラブ 

活動生徒数：1 年 男１名、女 3 名  2 年 男 1 名  ３年 女 3 名 
   活動カレンダー： 
    ６月 ハチミツを使用した新商品「とんかつソース」を開発し販売開始。 
    ７月 FFJ 大阪府予選会に学校代表として参加（プロジェクト文化・生活の部、意見発表食料

生産の部）し、奨励賞を受賞。 
    １１月  全国農業高校収穫祭（毎日新聞社主催 場所 東京日本橋大丸）に参加してハチミツ・

ハチミツポン酢・とんかつソースの販売を行う。 
   生徒研究テーマ： 
    ・ミツバチ代用花粉の開発 ・ミツバチの持ち帰る花粉荷を利用した環境調査法の開発 ・ミ

ツバチの為の庭（ハニービーガーデン）の制作普及 ・ハチミツを利用した地域特産品の開発 
    ・蜜源の森づくり 
   指導教員：農業科教諭 尾崎幸仁 
   活動風景： 

         
ハニービーガーデンの制作風景     ハチミツ産品（キムチ）製造風景 

 
 （２）園芸デザイン部 

活動生徒数：２年 男子８名 、女子７名 
研究活動カレンダー： 

   ６月 ・農業クラブ校内予選会プロジェクト発表 
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   ７月 ・農業クラブ大阪府予選会プロジェクト発表 優秀賞 
   ８月 ・企業研修「完全人工光型植物工場での見学実習」（近畿日本鉄道株式会社） 

１０月・企業研修「大阪マルビル・タワーパーキング植栽管理実習」（大和リース株式会社） 
      ・飾花展示「フラワーアートミュージアム 2014」（大阪ターミナルビル株式会社） 

・大阪府生徒研究発表会（大阪サイエンスデイ）ポスター発表     
１１月・創立記念祭 SSH 一次発表会 ポスター発表、豊中市中央公民館 園芸講習会 プロジ

ェクト発表 
   研究テーマ： 

・人工光利用型花苗ディスプレイ方法の研究（２年生４名） 
活動実績：  
・企業研修「壁面緑化植栽管理実習」大和リース株式会社 
・飾花展示「フラワーアートミュージアム 2014」（大阪ターミナルビル株式会社） 
・企業研修「植物工場見学実習」近畿日本鉄道株式会社 

指導助言：大阪府立大学植物工場研究センター 統括コーディネーター 川合和明氏 
指導教員：農業科教諭 宮地 宏明 

   活動風景： 

     
    企業研修「壁面緑化植栽管理実習」 「フラワーアートミュージアム 2014」 
 
（３）生物工学部 

活動生徒数： ３年男１ 女１  2 年男１ １年女３ 計６名 

研究テーマ：草花の試験管内での開花誘導について 

研究概要： 

  ケイトウ、ニチニチソウ、インパチェンスをＭＳ培地の試験管内にて開花に挑戦した。 

活動カレンダー 

   ５月２７日試験管内に播種、６月２４日継代培養、９月１６日ケイトウ開花、９月３０日ニチニ

チソウ、インパチェンスをジベレリン添加培地に移植 

  指導教員：農業科教諭 足立享志 

  活動風景 

   
       無菌操作の様子        栄養成長中のニチニチソウとインパチェンス   開花したケイトウ      
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（４）課題研究菊・鉢物班 
活動生徒数 ： ３年男１ 女２  計３名 指導者 足立享志 
研究テーマ：大菊の用土の違いによる生育状況について 
研究概要： 
  産業廃棄物として処理されていた浄水場から発生する土に各種土壌改良土を混合した培養土

と菊栽培の専用土とで大菊三本仕立てを栽培し、それぞれの生育状況を比較調査した。  
活動カレンダー： 

   ４月２８日（月）挿し芽、５月２１日（水）３号鉢上げ、６月２０日（金）５号鉢上げ、 
７月１日（金）９号鉢上げ、１０月２７日（月）、草丈、葉数調査、１０月２８日（火）日本菊

花全国大会出展 
   成果：日本菊花全国大会 和泉市長賞 受賞 
  活動風景： 

     
   液肥散布の様子       日本菊花全国大会和泉市長賞  国華の徳における生育状況 

                                              
 
（５）課題研究切り花アレンジ班 

活動生徒数：３年女３名 
研究テーマ：プリザーブドフラワーづくり 
研究概要：市販の脱色液、染色液を使用しての作成法について検討に取り組んだ。 
指導教員：農業科教員 渡辺弘康 

 
１ 脱色         ２ 着色          ３ 乾燥 

 
 
 ④理科 SS 科学部 
  活動生徒数：２年生４名（男子４名）、１年生３名（男子３名）、計 7 名 

研究活動の記録 
 １０月：大阪府生徒研究発表会 ポスター発表／１１月：創立記念祭 ＳＳＨ生徒研究一次発表

会ポスター発表／１月：ＳＳＨ生徒研究総合発表会 ポスター発表  
研究テーマ 

   ・熱エネルギーの運動エネルギーへの効率的な変換法の模索 
   ・RaspberryPi を用いたプログラミング学習とメカトロニクスの研究 

指導教員：理科教諭 林 幸広 
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②生徒研究発表支援 

１）園芸高校主催ＳＳＨ事業関連発表会 

（１）園芸高校創立記念祭 SSH 生徒研究一次発表会・学習奨励金活動中間報告会 

  日時：平成 26 年 11 月 9 日（日）13：00～14：30 （会場一般公開 10:00～ ） 

場所：大阪府立園芸高等学校 体育館（南半面） 

内容：ポスター発表形式の発表会を創立記念祭（文化祭的行事）中で行った。発表は本年度のＳ

ＳＨ支援対象のすべての専門部生徒研究と課題研究（３２題）及び学校独自の学習奨励金

プロジェクト活動（１６題）に関する発表が行われた。 

指導助言：大阪府立大学生命環境科学域応用生命系 教授 今堀義洋 

京都産業大学総合生命科学部生命資源環境学科 准教授 河邊 昭 

立命館大学生命科学部生命工学科 教授 久保 幹 

龍谷大学農学部 講師 玉井鉄宗 

大阪府箕面公園昆虫館 研究員 澤田義弘 

大阪府環境農林水産総合研究所 食の安全研究部副部長 細見彰洋（運営指導委員） 

京都教育大学 教授 土屋英男（運営指導委員） 

大阪府教育センター 主任指導主事 広瀬裕司（運営指導委員） 

大阪府教育センター 主任指導主事 脇田裕史（運営指導委員） 

   活動風景： 

       

        会場の様子         発表の様子         会場全景 

 

（２）園芸高校 SSH 生徒研究総合発表会 

日時：平成 27 年１月 24 日（土） 13：00～15：40 

場所：池田市民文化会館（池田市天神） 

内容：選抜口頭発表 記念祭発表会で指導助言者から推薦を受けた研究発表６件 

      英語による研究発表 園芸高校内のＳＳＨ研究発表（２件）、招待校発表（２件） 

     ポスター発表 平成 26 年度園芸高校ＳＳＨ事業による全生徒研究および記念祭一次発表

会で推薦を受けた学習奨励金プロジェクト活動（全２７発表・口頭発表紹

介８題）、招待校発表（２件） 

招待校：岐阜県立岐阜農林高等学校、福岡県立福岡農業高等学校、大阪府立生野高等学校 

留学生・来日研究員派遣：京都教育大学、京都産業大学、立命館大学 

指導助言： 

連携大学等     大阪府立大学生命環境科学域応用生命系 教授 今堀義弘 

       京都産業大学総合生命科学部 准教授 河邊 昭 

      立命館大学生命科学部生命工学科 教授 久保 幹 

      龍谷大学（農学部） 教授 島 純 

運営指導委員    兵庫教育大学自然系理科教育 教授 渥美茂明 

      京都教育大学産業教育 教授 土屋英男 

      （地独）大阪府環境農林水産総合研究所 副部長 細見彰洋 

      大阪府教育センター理科教育研究室 主任指導主事 広瀬裕司 
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      大阪府教育センター産業・情報技術研究室 主任指導主事 脇田裕史 

大阪府教育委員会  教育振興室 高等学校課 主査 東 文義 

  活動風景： 

    

     英語による研究発表会場         ポスター発表会場            口頭発表会場 

 

（３）第５回バイオサイエンス科卒業研究（課題研究）発表会 

日時：平成２７年１月２１日（水） 9：30～12：30 

場所：池田市市民文化会館 小ホール・コンベンションルーム 

内容：バイオサイエンス科３年生全員により、２年間に亘って取り組んできた研究テーマについ

て、研究の成果を、スライドを用いて口頭発表をした。発表後、質疑応答し、教員から助

言を受けた。 

   第１会場（小ホール）： 発表領域「作物栽培」「農産加工」「食品製造」「食育」 １４発表 

   第２会場（コンベンションルーム）：発表領域「食品製造」「生活科学」「食品科学」「微生物」12 発表 

   活動風景： 

 

     第１会場発表風景    第２会場発表会場      表彰風景 

 

 ２）SSH 事業関連・学術団体関連高校生発表会 

（１）SSH 生徒研究発表会 

日時：８月６日（水）～７日（木）／出発 ８月５日（火） 

主催：文部科学省・科学技術振興機構 

会場：パシフィコ横浜 

内容：式典、講演、生徒研究発表（ポスター発表、口頭発表） 

参加生徒：バイオサイエンス科バイオ研究部生徒４名 

発表テーマ：「日本におけるツバメの営巣地域間の遺伝的類似性」 

活動風景： 

  

     アピールタイム       式典会場      ポスター発表の様子 
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（２）大阪府生徒研究発表会（サイエンスデイ） 

日時：10 月 25 日（土） 

場所： 午前の部 エルおおさか・府立労働センター（大阪市中央区） 

午後の部 大阪府立天王寺高校（大阪市阿倍野区） 

内容： 午前の部 式典、講演会、ＳＳＨ生徒研究発表会Ⅰ 

午後の部 ＳＳＨ生徒研究発表会Ⅱ・オーラルセッション、ポスターセッション  

参加生徒：バイオサイエンス科 40名（学校代表1件 研究発表17件） 

    環境緑化科 12名（研究発表３件） 

    フラワーファクトリ科 ９名（研究発表5件） 

  活動風景： 

     
   全発表生徒集合       式典・講演会会場       ポスター発表 

 

（３）昆虫学会高校生ポスター発表 

日時：平成 26 年９月 15 日（月） 

場所：広島大学 

内容：昆虫学会高校生ポスター発表に参加し、カシノナガキクイムシのトラップによる防除方法

についての発表をポスターにておこなった。当日は昆虫を専門分野とする様々な機関から

来られた先生方からたくさんの意見をうかがうことができた。また、ポスター賞を受賞し、

表彰された。 

参加者：環境緑化科 ３年海野秀 １年松井颯太 フラワーファクトリ科２年山田りさ 

活動風景： 

 
   ポスター発表の様子 

 

（４）日本鳥学会 2014 年度大会 高校生によるポスター発表  

日時：平成 26 年 8 月 24 日（土）～25 日（日） 

場所：立教大学 池袋キャンパス（東京都豊島区） 

内容：日本鳥学会大会に合わせて行われる高校生研究発表会に生徒を派遣し、ポスター発表を行

うとともに、学会の研究者による発表の見学を行った。閉会式で表彰を受けた。 

派遣生徒：バイオサイエンス科バイオ研究部員 ３年生 1 名、1年生 2 名 
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   活動の様子： 

   

 

 

 

 

 

    会場前           発表の様子 

 

（５）日本植物学会第 78 回大会 高校生研究ポスター発表・日本科学未来館見学 

日時：９月 13 日（土）～14 日（日） 

場所：明治大学 生田キャンパス・日本科学未来館（東京都江東区） 

内容：SSH 事業計画に基づき生徒研究活動の成果発表として、日本植物学会大会に合わせて行わ

れる高校生研究発表会に生徒を派遣した。また、日本科学未来館を見学し科学的素養の向

上を図った。 

  派遣生徒：バイオサイエンス科 バイオ研究部 2年生 4 名 

  活動風景： 

  

     発表会場           発表風景         日本科学未来館 

 

（６）ジュニア農芸化学会2015高校生ポスター発表・岡山大学農学部植物遺伝育種学研究室訪問（計画） 

日時：３月 26 日（木）～27 日（金） 

内容：参加生徒の研究活動・学習活動に対する一層の積極的な姿勢を醸成することを意図とし、

園芸高校SSH事業計画に基づき日本農芸化学会主催の生徒研究活動発表に生徒を派遣する

とともに岡山大学の農学部の研究室訪問を計画した。また、農芸化学会公開講座「化学と

生物シンポジウム」出席も併せて計画している。 

  場所：・岡山大学 津島キャンパス（岡山市北区）[発表会場・研究室訪問先] 

・ホテルグランピア岡山[公開講座会場] 

 

（７）大阪府立豊中高等学校 SSH 課題研究中間発表会の招待発表 

   日時：９月 29 日（金） 午後３時 10 分～５時 00 分 

  場所：大阪府立豊中高等学校（豊中市上野西） 

   内容：豊中高校 SSH 課題研究中間発表会においてポスター発表を行うとともに、見学を行った。 

参加生徒：バイオサイエンス科バイオ研究部 １年生４名 

発表：ポスター発表 １題 

 

（８）「集まれ！理系女子 第 6回女子生徒による科学研究発表交流会」研究発表生徒派遣 

日時：10 月 25 日（土）10：30～16：00 

場所：京都大学百周年時計台記念館（京都市左京区）  
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内容：学校法人ノートルダム清心学園 清心女子高等学校主催の研究発表交流会に生徒を派遣した。 

参加生徒：バイオサイエンス科バイオ研究部 １年生２名  

  活動の様子： 

   
   ポスター発表の様子  全体講演会 

 

（９）大阪府立住吉高等学校 SSH 国際科学発表会への招待発表 

日時：２月６日（金）午前９時 30 分～11 時 30 分 午後１時～３時 

会場：午前 大阪市立大学 学情ホール 

午後 大阪市立大学 高原記念館 （大阪市住吉区） 

内容：午前は、住吉高校ＳＳＨ国際科学発表会において英語による口頭発表参加した。午後は住

吉高校ＳＳＨ生徒研究発表会においてポスター発表を行うとともに、住吉高校生徒の発表

の見学を行った。 

  参加生徒：バイオサイエンス科バイオ研究部 １年生２名 

 

（１０）第 66 回大阪府高等学校生徒生物研究発表会 

日時：平成 26 年 11 月 23 日（日）10 時 00 分～17 時 00 分 

場所：大阪市立自然史博物館講義室 

主催：大阪府生物教育研究会 

内容：研究活動及び部活動に関する口頭発表、交流会 

派遣生徒：バイオ研究部 1年生 4名 農産加工学研究部 1年生 5名 

発表研究：○研究発表部門「寒天分解糸状菌の海藻分解能力と形態調査」「大阪府におけるサト

ウキビ生産の可能性」○活動報告部門「バイオ研究部社会奉仕活動」「農業クラブ農

産加工学研究の活動」 

発表風景： 

  
       発表会場          発表参加者         交流会の様子 

 

 ３）学術団体発表会 

（１）日本うどん学会第 12 回全国大会 

日 時：平成 26 年 9 月 14 日（日） 10：00～16：35  

場 所：愛知学院大学名城公園キャンパス 1101 教室 キャスルホール 1F 

主 催：日本うどん学会（高松大学・高松短期大学 佃研究室） 

内 容：講演受講、口頭研究発表 

派遣生徒：バイオサイエンス科 農産加工学研究部 1 年生 ６名 
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③社会貢献活動（小中学生対象の科学教室への参加） 

１）科学の祭典 2014 大阪大会サイエンスフェスタ 

（１）「自然文化園は昆虫の宝庫？虫取り体験してみませんか」（理科実験野外教室） 

 日時：５月２５日（日）９：００～１７：００ 

場所：万博公園自然文化園 (吹田市) 

参加生徒：環境緑化科ビオトープ部 １３名 

内容：１家族に１人から２人の部員が付添い、児

童・園児が採集した昆虫をシャーレに移動した。

それを本部に持ち帰り箕面公園昆虫館の澤田先

生に同定指導を受けた。採集した昆虫の種類を

表１に示した。 

活動の風景： 

    

    昆虫採集       昆虫同定の指導 

 

（２）「産業微生物を見てみよう／「バイ菌」と呼ばないで」（演示ブース） 

 日時：８月２３日（土）～２４日（日） 

場所：ハービスホール（大阪市北区） 

参加生徒：バイオサイエンス科バイオ研究部８名 

内容：来場した小中学生にバイオ研究部員が、生物顕微鏡を使って、ヨーグルトや納豆などの醗

酵食品中の細菌や分離培養したコロニーの酵母の細胞、またスライド培養したコウジカビやア

オカビの菌体の観察指導をした。 

活動の風景： 

  

   会場の様子         指導の様子 

 

２）豊中市教育委員会関係 

 （１）「科学の街 とよなか」推進事業 科学教室、第 60 回豊中市小・中学生理科展 

    日時：9月 14 日（日） 

    場所：豊中市教育センター 

   内容：「食べ物を顕微鏡で見るとどんな感じ？」未就学児童、小学生、中学生 約 60 名に醗酵

食品中の微生物観察実験を指導した。 

    活動生徒：1回目 2 年 男子３名、2回目 1 年男子 2名、女子 2名 

活動風景： 

第1表．第７回万博公園理科実験野外教室　自然文化園昆虫調査結果リスト
目 種類 備考 目 種類 備考

ハエ オドリバエ コウチュウ カシワクチブトゾウムシ
コウヤツリアブ オオタコゾウムシ
マガリケムシヒキ ツツジムネトゲサルゾウムシ
ショウジョウバエｓｐ． ナナホシテントウ
ナミヒラタアブ キイロテントウ

ハチ ヒメハナバチｓｐ． マルハナノミｓｐ．
セイヨウミツバチ ベニカミキリ
コンボウアメバチ アカアシクシコメツキ
クマバチ コイチャコガネ
コマルハナバチ クロビロードコガネ

チョウ テングチョウ カメムシ ヨコズナサシガメ
モンシロチョウ ホシハラビロヘリカメムシ
アオスジアゲハ ゴキブリ ヨコバイ
キチョウ トンボ シオカラトンボ
ヒメウラナミジャノメ クロシジギンヤンマ
ツマグロヒョウモン バッタ ハネナガヒシバッタ
ウコンカギバ チャタテムシチャタテムシｓｐ．
メイガｓｐ． イシノミ オカジマイシノミ
キバガｓｐ． ハサミムシ ハサミムシ
キイロヒトリ
ナミガタシロナミシャク
マイマイガ 幼虫
フクラスズメ
ナカグロクチバ
モンクロシャチホコ
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   実験の様子 

 （２）「科学の街 とよなか」推進事業サイエンスフェスティバル 

    日時：平成 27 年 2 月 14 日（土） 

場所：豊中市教育センター 

内容：科学教室と同じ内容で指導した。 

    活動生徒：1年男子 2名、女子 2名 

 

④実験・調査活動に関する技術指導と特別講義 

１）立命館大学研究室訪問・環境微生物実験指導 

日時：平成２６年１１月２２日（土） １０：３０〜１５：３０ 

場所： 立命館大学 びわこ・くさつキャンパス（滋賀県草津市）  

内容：・特別講義・実験実習「農地のバイオテリア量解析」・特別講義・実験実習「環境微生物

の DNA 実験技術」・生徒研究に関する指導助言・大学/研究室施設設備見学 

   これらについて立命館大学生物工学科学生の TA を得て実施した。 

講師：立命館大学 生命科学部生物工学科 教授 久保 幹 

立命館大学 生命科学部生物工学科 博士研究員 向 真樹 

対象生徒：園芸高校バイオサイエンス科１・2年生１０名 

 活動風景： 

   

    特別講義の様子           実験実習の様子 

 

  ２）琉球大学農学部作物研究室訪問及び工場見学・サトウキビ加工実習指導 

日時：平成 27 年 2 月 2日（月）～3日（火） 

場所：琉球大学農学部棟作物学研究室・作物学演習室、翔南製糖株式会社、瑞泉酒造株式会 社 

派遣生徒：農産加工学研究部 1年生 5名 

内容：＜琉球大学農学部作物学研究室＞○本校におけるサトウキビ栽培報告○沖縄県におけるサ

トウキビ栽培および加工に関する特別講義○農場見学○黒糖製造実習 

＜工場見学＞○翔南製糖株式会社において製糖過程説明及び工場見学○瑞泉酒造株式会社

において泡盛製造過程説明及び工場見学 

 

  ３）箕面公園昆虫館 

  ・「バタフライガーデンに求められる植生と維持管理の技術」 

目的：箕面昆虫館に設置したバタフライガーデンおよび食草温室の管理方法および植栽 

されている植物について理解させる 

   日時： ９月１３日 

場所： 箕面公園昆虫館（大阪府箕面市） 
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   参加生徒：環境緑化科 ビオトープ部 １年３人 ２年６人 ３年６人 計１５名 

講師：館長 久留飛克明 

講習内容：・バタフライガーデンに植栽した植物と活着した植物の調査 ・食草温室の植物 

        ・バタフライガーデンの管理 ・食草温室の管理 

 

  ・「昆虫学入門講座」 

目的：昆虫の分類や生態について生徒に理解させる 

日時：平成２７年２月１５日（日） 

場所：箕面公園昆虫館（大阪府箕面市） 

参加生徒 環境緑化科 ビオトープ部 １年３人 ２年６人 ３年６人 計１５名 

   内容：昆虫の分類、特徴および生態等を理解させるとともに、蝶温室の管理方法を理解させる。 

 

  ４）企業研修 

  ・「近鉄ふぁーむ花吉野」研修 

日時：８月２０日（水） 

場所：「近鉄ふぁーむ花吉野」（奈良県吉野郡大淀町） 

講師：・大阪府立大学植物工場研究センター 統括コーディネーター 川合和明氏 

      ・近鉄ふぁーむ花吉野 職員 

   内容：完全人工光型植物工場と太陽光型植物工場の見学ならびに栽培技術と栽培システムの学習 

参加生徒：フラワーファクトリ科 ２，３年生 １０名 

   活動風景： 

    

   施設外観     完全人工光植物工場      太陽光型植物工場 

 

  ・「壁面緑化・館内緑化管理技術」研修 

日時：１０月１０日（金）１３：００～１６：００ 

場所：「大和ハウス エコロパーキング」他（大阪市中央区） 

講師：大和リース株式会社 環境緑化事業部 大久保 智佳子 氏 

内容：大和ハウスグループが管理運営している商業施設やパーキング施設での壁面緑化・館内緑

化管理実習と都市空間における植物の生育環境調査の実施 

参加生徒：フラワーファクトリ科 １，２年生 １０名 

   活動風景： 

    

   実習の様子       参加生徒 
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１－２ 生徒研究活動生徒啓発による教育効果 

 園芸高校の SSH 事業参加生徒の「科

学者、技術者としての責任感・倫理

観」の養成に関する効果は「第４章

実施の効果とその評価」に記述した。 

 個別の事業の評価について昨年度

のアンケート調査の結果、園芸高校

の SSH 関連の諸事業は、「科学技術、

自然科学」と「専門技能、農業」の

双方の領域で、ほぼ同等に力をつけ

ているという回答を得た。また、こ

れら２つの領域以外についての何ら

かの意義が意識できていることを示唆する回答であった。またその意義について、自由記述の感想から、

「人との対話する力」と「教養全般」に関する意味を汲み取ることができた、そこで、本校の SSH 関連

の各事業の参加生徒がこれらの意義を意識していることを検証するとともに、他に汲み取る意義を把握

することを視野に各事業の実施後に表１に示す統一形式のアンケートを記名式で実施した。なお質問１ 

～５は回答選択肢により５～１ポイントとし平均と標準誤差（SD/√ｎ）を算出した。 

 

① 徒研究発表活動の支援 

   各専門部や課題研究班の共通の発表会である大阪サイエンスデイ（１０月２５日）発表参加６１

名、BS 科卒業研究発表会（１月２１日）発表参加７１名、園芸高校 SSH 生徒研究総合発表会（１月

２４日）参加６６名についてのアンケートの結果を図１に示した。総合発表会は発表参加の形態を

「個人研究発表」と「グループ研究代表発表（交代含む）」「グループ研究発表補佐」に３区分し集

約した。 

   外部発表である大阪サイエンスデイと内部発表である BS 科卒業研究発表会を比較すると、総論

的な参加の有意義さ（Q1）に大差はないものの、「科学技術・自然科学」「専門技能・農業」「対話

力」について外部発表である大阪サイエンスデイがやや高い値を示した。また、本年度の SSH 事業

における生徒研究の総括的な発表会である総合発表会では、「個人研究発表」や「グループ研究発

表補佐」に比べ、「グループ研究代表発表（交代含む）」がすべての項目で高い値を示した。 

   質問６の自由記

述では、大阪サイ

エンスデイで３０

名、BS 科卒業研究

発表会で５５名、

総合発表会では４

０名が記入をして

おり、「プレゼンテ

ーション能力」等

の具体的な事がら

を挙げる生徒や興

味関心の拡がり等

の総合的な見聞の

価値を上げる生徒

があった。 

 

② 社会貢献活動 

  日本物理教育学会近畿支部主催のサイエンスフェスタ野外教室参加（５月２５日）と同演示ブース

（８月２３～２４日）で小中学生への調査・実験指導に参加した生徒のアンケート結果を図２に示し

た。野外教室参加生徒に比べ演示ブースの生徒の「科学技術・自然科学」「専門技能・農業」の力を伸

ばす機会であるとのポイントが低い一方、「対話力」の力を伸ばす機会であったとするポイントが明ら

表１．平成２６年度園芸高校 SSH 各事業統一アンケート 
質問１　今回の事業の参加は、あなたにとって有意義でしたか。

質問２ あなたの科学技術や自然科学に関する力を伸ばす機会になったと思い
ますか。
質問３ あなたの専門技能や農業に関する力を伸ばす機会になったと思います
か。
質問４　あなたの人と対話する力を伸ばす機会になったと思いますか。

質問５　あなたの教養全般を高める機会になりましたか。

質問６ 質問２〜５以外にあなたが感じた「参加の意義」や「参加した利点」
があれば書いてください。
質問７　今回の参加に関する感想を書いてください。
回答形式：質問１～５は、（とてもそう思う、ややそう思う、どちらでもない、あまりそう思わない、まっ

たくそう思わない）の５件法とした。質問、６，７は自由記述とした。

図１．生徒研究活動の共通発表会におけるアンケート回答 
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かに高くなった。 

  野外教室と演示ブースの出展内容の違いはあるものの、

いずれもそれぞれの科の生徒が取り組んできた研究方法の

技術を小中学生に伝える活動であったが、これらの相違が発

生している。これは、野外教室では外部講師を招聘し小中学

生への指導法を学習する機会であったことが要因として考

えられる。なお、対話力については、小中学生といっしょに

昆虫採集することは、顕微鏡操作法を言語的に伝えるなど活

動に努力を要したことが伺える。 

 

③ 実験・調査活動に関する技術指導と特別講義 

④ 企業研修 

  立命館大学・環境微生物実験指導（１１月２２日）と箕

面公園昆虫館講習（９月１３日）、壁面緑化・館内緑化管理

技術研修（１０月１０日）のアンケート結果を図３に示した。

参加生徒が別であるため直接の比較は困難であるが、すべての項目について、大学での実験指導が高

いポイントを示した。 

立命館大学と箕面公園昆虫館の指導・講習

はいずれも昨年度から引き続き行われてきた

校外での研修である。その相違として挙げら

れるのは、立命館大学研究室訪問は初回の者

がほとんどであり、TA が参加し、年齢の近い

学生から直接指導を受けて実験していること。

日ごろ触る機会の少ない機器類を多く用いて

いることなどが挙げられる。これらは、いず

れも指導の内容や方法が、学校での実験や調

査内容との相違が大きく、細かい指導が必要

であったことを示している。また、壁面緑化

研修は、今回が初回の取り組みであり、技術

的には未経験であったが、植栽植物の取り扱

い等については一定水準で生徒らに経験のあ

ることであった。 

一般的に実効性のある技術指導は、日常の実験や調査から大きく隔たりのないことが求められるが、

今回の結果は、学習意義の認識の面で、一定程度、離れることを念頭に置くことがもとめられること

を示している。 

まとめ： 

生徒研究活動と関連する諸活動の意義の認識について活動毎のアンケート調査から分析を行った。事

業に参加する生徒らは、SSH の事業主旨である「科学技術・自然科学の力」や農業高校の「専門技能や

農業の力」の他に、社会的な「人と対話する力」や素養としての「教養」を高める機会としての意義を

認めていた。 

生徒研究活動とその発表についての意義は、グループで取組み、発表会では交代等で直接発表するこ

とで最も高い水準で認識できるものといえる。また、学習した実験や調査の手法を活用した社会貢献活

動においては、実施に際しても指導者による具体的な働きかけによって、学習的な意義の認識を高めら

れることを確かめることができた。 

 実験や調査に関わる技術について外部研修に際して、日ごろの活用技術から一定程度離れたことに取

り組むことが、学習意義を高い水準で認識できるものと思われる。ただ、学習した技術の活用について

は今後の検討が必要であろう。 

図２．社会貢献活動におけるアンケー

ト回答 

図３．実験・調査活動に関する技術指導と特別講義およ

び企業研修のアンケート回答 
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２ 農業系専門高校における科学技術教育と英語力向上教育、基礎学力向上の総合的展開 

（平成 24 年度：基礎学力向上教育と科学技術教育の総合的展開） 
仮説１：農業高校として多くの専門科目を履修する教育課程内にあって、科学技術教育、英語教育

の教育内容の充実と効率化を図ることを主眼に、理科、英語、専門教科（農業科）の融合的な科目

を開設することで、効率的な教育課程の編成がなされ、十分な水準で専門教育を実施しつつ、理科、

英語の学力を確保することができる。 
仮説２：高校入学後に習得が十分ではない国数英の基礎学力について、適切な教材選択とともに固

定された管理者があることで力を伸ばすことが可能である。 
 １）教育課程に関する取組 

 （１）－１ 学校設定教科「グローバルサイエンス」（内容と方法） 

   第 3 年次である本年、バイオサイエンス科内に設置した SSH コース同教科 3 年生に設置した 3 科

目「グル―バル生物」「グローバル化学」「技術英語」が 2年間の準備の後、実施された。なお、2

年生に設置した科目「Science」（2 単位）と「サイエンス情報」（2 単位）は検討をかさね継続し

て実施された。 

１）科目「Science」（2単位） 開発担当：指導教諭（外国語科） 髙橋雅幸 

学校設定教科「グローバルサイエンス」内の科目である「Science」は２年次に２単位配置され、

テキストとして『Listening Essentials 1.0』（啓隆社）、『Vision Quest English Grammar 24』（啓

林館）等を使用した。 

その到達目標を、英検準 2 級程度の英語力を身に付けること、自然科学に関するテキストを理

解する能力を習得すること、また英語による口頭発表等に必要な能力を身につけることとしてい

る。 

到達目標に向けての具体的な取組は、1学期から 2学期の前半にかけては、自然科学に関するテ

キストを自ら読み進めるための基本的な英語力を「Core English」として位置づけて授業を進め

た。さらに、2学期後半および 3学期にかけて、自然科学に関するテキストを理解する英語力を養

成する取り組みをした。また、プレゼンテーション能力を身につけることも同時に進めた。これ

らにより、3年次の「グローバル生物」「グローバル化学」「技術英語」に接続させることができた。 

指導内容は、文法、読解、基本語彙、リスニング、Biology・Chemistry text の講読、プレゼン

テーション技術を含んだ。 

評価方法は、観点別評価を行い、その際、言語活動にもとづくパフォーマンス評価を重視した。

学期成績確定の主な構成要素としては、単語等クイズ得点、文法クイズ得点、授業外自主学習の

取り組み状況、授業でのパフォーマンス、宿題、考査素点である。 

評価のポイントとしては、読む、聞く、書く、話す、の 4 技能、および語彙、音声の指導領域

について評価した。『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料』(MEXT)を適宜参

考にした。 

    通年の指導で、生徒達は大いに力を伸ばしたものの、目標とする英検準 2 級合格者は昨年末ま

ででは 1 人のみである。今後はさらに学習させたいと考え、振り返りをおこなった。生徒達が書

いた今後の学習への指針は以下の通り： 

・今までの勉強を改めるとともに、授業中での英語での受け答えがあまりよくできなかったため、
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しっかりと学習するつもりである。 

・英検準２級を目標にしたい。 

・授業でくばられたリスニングの問題集や宿題をする。なぜなら問題集などをしっかりやってお

けば将来役立つから。 

・洋楽などを聞き、リアルな発音を耳に与えることで英語の言葉を聞き取れるようにし、より理

解できるよう勉強したい。 

・最低でも、予習、復習はするつもりでいる。先生に言われたこと以外にも自分から学習を進ん

で取り組みたい。 

・英文を書けるだけでなく、読んで、覚えることで英語の発音にもなれるようにしたい。そして

英単語もがんばって単語１８００個と熟語１２００個を覚えたい。 

・もっとちゃんと宿題をこなし予習復習をきちんと家でやってこようと思う。 

・毎日１単語でもいいから覚えていく。今でも覚えていない単語や文法などが多すぎるから。 

    生徒の記述から、学習への姿勢が前向きになっていることや、学習目標が具体的になっている

ことが分かる。さらなる伸長を期待したい。 

 

２) 科目「サイエンス情報」（2単位） 開発担当：主幹教諭（農業科）西村秀洋 

    現在、農業高校における必履修科目となっている専門科目「農業情報処理」の代替科目として

研究に取り組んでいる本科目は、授業の配置順を整理した上で昨年と同様に実施した。 

 

３）科目「グローバル生物」（2単位） 開発担当：主幹教諭（農業科）西村秀洋 

    ・使用教科書：科目「グローバル化学」と共用し『Oxford Content and Language Support Science』

（Oxford University Press）を使用した。 

・到達目標と指導の観点： 

      本年度、履修する SSH コース生徒 8 名はバイオサイエンス科の生命科学コースを併習し専

門科目「動物・微生物バイオテクノロジー」「植物バイオテクノロジー」を同時履修し、多く

の微生物バイオ実験、植物バイオ実験に取り組んでいることを前提とした。また、指導・評

価の観点として授業に対する積極的な取組み姿勢を履修生徒に提示し、予習を含めた授業へ

の参加姿勢を求めた。また、バイオサイエンス科は農芸化学科を母体としているため微生物・

植物を材料にした実験実習は豊富であるが、動物に関する実験実習が設定されていないこと

から動物の臓器を用いた実験実習の実施を図った。 

    ・授業内容：取扱単元は次の通り。 

     ○１学期前半：「Experimental techniques」、「Human nutrition」 

     ○１学期後半：「Cell」 

○２学期前半：「Transport in humans」、 

○２学期後半：「Breathing and respiration」・鶏、豚心臓解剖実習の報告英語ポスター作製 

     ○３学期：「Inheritance and variation」 

    ・結果：授業は、取り上げた単元の英文を順番に翻訳しながら進行し、相互に日本語として適

切な表現を指摘しあう形態でスタートした。各学習内容の説明は日本語で行い、翻訳前に行う



－ 38 －

38 
 

場合と翻訳と並行しながら行う場合と、他科目での学習水準に合わせ、適宜行った。学期進行

に伴い、予習水準の差が明確となる傾向が現れたため、予習を促すために挙手により英文翻訳

をさせ、その計数を平常点とすることを提示し進行した。なお 3 学期は、理科的側面の学習水

準の検証の為、予習程度の確認は授業開始時にノート点検によって行い、説明的な授業進行を

行った。 

各学期の定期考査の作問について、設問文面をのぞいて、問題、回答とも英語とした。平均

回答率を 60％程度となるように検討、調整した結果、回答選択肢を必要とする再認形式が主と

したものとなった（図１）。日本語回答を求める英文読解について文法的な精細さを求めず、大

意の汲み取りを求めるにとどまった。3学期末の考査では、単元分野の概念形成の水準について

検証するため、英語専門用語の英語解説文選択と、同一領域の日本語専門用語と日本語解説文

選択を別問題として出題したところ、英語問題と同一水準もしくはそれ以上に日本語問題の正

答率が高く、英語表記の教科書による学習であっても、日本語での概念形成に支障はないこと

が示された。 

 

図１．科目「グロー

バル生物」一学期中

間考査問題の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）科目「グローバル化学」（2単位） 開発担当：理科教諭 林 幸広 

・使用教科書：『Oxford Content and Language Support Science』（Oxford University Press） 

・到達目標： 

化学に関する科学技術の理解のために必要な、高校レベルの化学分野の内容と英語での表

記について理解を深め、化学の内容と英文読解力の習得を図る。 

・到達目標に向けての具体的な取組： 

英語を母語としない学生用に編纂された英語による科学のテキストを使用した。特に化学

分野について取扱い、化学に関する日本語の資料を併用しながら、専門用語の日本語表現と

英語表現の違いの学習と、語彙を増やすことを目標にした。特に専門用語に関して、辞書に

日本語訳しか記述されていないことも多かったため、資料集を活用し、内容の理解に努めた。

各学習領域に応じた実験を交え、英語の能力育成だけでなく、化学の基礎的な知識の定着を

図った。物質の三態、原子・元素・化合物、実験手法、周期表、量的関係、化学結合、金属

の特性、化学反応、反応速度、酸・塩基、有機化学といった、化学基礎と同等の単元を扱っ
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た。 

・授業内容：化学基礎を履修していない生徒が半数近く居り、まずは基礎的な化学の知識定着

のため、日本語での化学の学習を行った。その学習中に英語での表現法についての学習も同

時に行った。特に内容の理解を深めるために、単語の意味調べや日本語訳作成等の、事前学

習を重点的に行った。各考査に関しては、学習した単元内で用いられた表現や単語を使用し、

英語で記述された題意の理解と、化学の知識を基に思考することが要求される問題を作成し

た。 

・結果：化学の基礎知識の定着と英語の読解力の向上を狙いとした授業であり、英語での化学

学習という手探りでの授業実践であったが、生徒は非常に積極的に取り組んでいた。履修後

に行った科目履修についてのアンケート結果（表１）から、大半の生徒が履修を前向きにと

らえることができており、狙いとしていた英語と理科の学力・能力向上に効果があったと感

じる生徒が多かったことが回答から判明した。また、内容の理解も出来ているという回答が

多かったのは、この教科を選択履修した生徒は、もとより理科や英語に対する意識が高い傾

向にあったことが要因の一つとして考えられる。 

今後、来年度の履修生徒に関しても調査を行い、選択生徒の傾向と、教科の目指すべき目

標について検討を重ねてゆきたい。 

表１．【科目履修】についての「グローバル化学」アンケート結果（抜粋） 

 

＋＋ ＋ ± ― ― ―

Q1：科目の内容の理解 5 2 1 0 0 4.50

Q2：英語の学力・能力の向上 5 2 1 0 0 4.50

Q3：理科の学力・能力の向上 4 3 1 0 0 4.38

Q4：専門領域の学力・能力の向上 3 5 0 0 0 4.38

回答比率（％） 53.1 37.5 9.4 0 0

質問内容
回答選択肢（人） 評価

平均

 

 

５）科目「技術英語」（2単位） 開発担当：指導教諭（外国語科） 髙橋雅昌 

学校設定教科「グローバルサイエンス」内の科目「技術英語」は３年次に２単位配置され、

テキストとして『理工系学生のための総合英語』（三修社）等を使用した。 
到達目標は、技術英語・科学技術の理解を深めることにあり、そのために、専門分野の基礎

的な英語についての理解を深め、それらを発表するスキルを身につけることとしている。 
到達目標に向けての具体的な取組は、理工系学生向けに編纂された科学技術英語のテキスト

を使い、関連分野の ESP(English for Specific Purposes)の理解を高めるために、精読・多読を

中心としつつも、他の技能および語彙・文法・音声の知識も高め、プレゼンテーション能力の

獲得につなげることにある。扱う単元としては、機械・環境、ｴﾈﾙｷﾞｰ・医療工学、環境・バイ

オ、土木建築・機械、電気電子・医学、科学医学・機械、電気電子・環境ｴﾈﾙｷﾞｰ、機械・臨床

工学、電気電子・土木建築、化学環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ、情報・機械を含む。 
評価方法は、観点別評価を行なった。その際、言語活動にもとづくパフォーマンス評価を重

視した。学期成績確定の主な構成要素は：単語等クイズ得点・文法クイズ得点・授業外自主学

習の取り組み状況・授業でのパフォーマンス・宿題・考査素点であった。 
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評価のポイントとしては、読む、聞く、書く、話す、の 4 技能、および語彙、音声の指導領

域について、適切な観点により評価する。『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参

考資料』(MEXT)を適宜参考にした。 
授業内容としては、科学英語、関連分野の ESP に習熟し、プレゼンテーション技法を含み、

最終的には学習内容を５分程度のアカデミックプレゼンテーションとして発表させた。 
生徒達が発表したプレゼンテーションのタイトルは以下の通り。 

Prevention of periodontal disease 
About  SSH Course 
Possibility of the sugar cane production in Osaka  
The difference between Engei bean paste and commercial bean past 
The effectiveness of the bioreactor using Chitosan beads 
About the SSH of a Engei high school 
Diabetes makes a valid cake 
Engei High School 1,2 years old Manufacture 

   上記の取り組みで英語によるアカデミックプレゼンテーションが実際にできたということそのも

のが大きな成果であると考える。 
 
（１）－２学校設定教科「グローバルサイエンス」の教育効果（検証） 

  学校設定教科「グローバルサイエンス」の各科

目における融合元の教科としての学習意識につい

て、すべての履修が終了した 3 年生 8 名に対し学

年末にアンケート調査を行った。アンケート調査

は、各科目について表２に示す質問に回答するこ

とで実施した。質問１～4 までは 5 段階の選択肢

回答を得、最も肯定的な回答を 5 ポイント、最も

否定的な回答を 1 ポイントとし、平均値と標準誤

差（標準偏差/√n ）を算出した。また質問４は自

由回答とした。各科目の質問 1～４の回答を図２に示した。また、質問５の回答を表３に示した。 

 

 アンケート集計結果、実業高校における情報科科目の内容に関する研究科目である「サイエンス情

報」を除いた４科目において、英語の学力、能力の伸長に有効に働く学習内容であることを認識して

いることが確かめられた。また、２年次の「Science」と３年次の「技術英語」では、理科の学習意識

が低くなっているが、「Sceince」は３年次での英語と理科の融合科目である「グローバル生物」「グロ

ーバル化学」の学習準備のための英語力の強化を意図し、また「技術英語」についても実践的な英語

プレゼンテーション能力の養成を図ることに主眼を置いており、基本的な科目の意図と生徒の学習意

識が一致しているといえる。また自由回答で得られた各科目の他の学力能力についての意識は、「サイ

エンス情報」を除く４科目において、英語学習に関連した内容が中心であった。 

 

表２．教科「グローバルサイエンス」各科目の学習意識ア

ンケート 

質問内容
Q1.あなたは、この科目の内容を理解できましたか
Q2.あなたはこの科目の履修によって英語の学力・能力を伸ばすこ
とができましたか。
Q3.あなたはこの科目の履修によって理科の学力・能力を伸ばすこ
とができましたか。
Q4.あなたはこの科目の履修によって専門領域の学力・能力を伸
ばすことができましたか。

Q5.この科目によって自分で伸びたと思われる他の学力・能力があ
れば。挙げてください。
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図２．学校設定教科「グローバルサイエンス」第 1 期履修生徒 8 名の各科目の受け止

めに関する意識調査 

表３．学習意識アンケート質問５の回

答一覧 

２年間の教科「グル―バルサイエンス」の学習が生徒の   

英語力向上に寄与することを検証にするために、平成 25

年度から SSH コースを選択した生徒の外国語科必履修科

目の学科内偏差値の推移を、従来から大学進学希望者に履

修推奨してきた学校設定科目「英語演習」（２、３年各 2

単位）の選択履修者と比較した。比較は履修開始前の 1年

生から 3年生まで行い、考査素点で記録される 1学期中間

考査と 2学期中間考査をそれぞれ前期成績、後期成績とし

た。なお、進路変更等で 3年次に在籍しなかった生徒の成

績は各期の偏差値算出の母集団から除外した。 

 

図３（右）．SSH コース選択者 8

名と英語演習選択者 25 名の 3

年間の必履修英語科目の科内

偏差値の推移 

棒グラフ上部のバーは標準誤

差の範囲を示している． 

 

 

 

  教科「グローバルサイエンス」を学習した SSH コース選択者 8 名と従来からの進学希望者を対象と

科目名 回答内容（人数）
Science 英文の読解力（１）

英単語の力が大きく伸びた（１）
英文法の力（１）

サイエンス情報 パソコンの操作能力（３）
ソフトの活用技術の能力（２）

グローバル生物 専門用語の英単語力（２）
生物の学力（１）
英語の長文読解力（１）
予習すること（１）

グローバル化学 専門用語の英単語がとても覚えた（２）
化学の学力（２）
予習すること（１）

技術英語 プレゼンテーションする能力（４）
英語の長文読解能力（１）
文法、英単語ともに能力が上がった（１）
英語の表現能力（１）
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した科目「英語演習」選択履修者 25 名の科内における英語必履修科目の平均偏差値の推移を選択前の

1年生時から比較したところ、選択履修の開始後の 2年後期から明らかな差異が認められ、3年後期で

は SSH コース選択者の成績は英語演習選択者と差が生じていた。（図３）。すなわち、教科「グローバ

ルサイエンス」が、本校生徒の英語力の向上に対し有効に作用する可能性を確かめることができた。 

 

 （２）学校設定教科「教養」科目「基礎学力」 

第 1年次（平成 24 年度）、中学校水準の基礎学力に少し不安がある生徒が在籍する本校において、

「基礎学力」そのものを学習内容とした科目を運用することで、中学校課程までの基礎的な学力が

養成できることを仮説として取組を行った。その結果、効果が認められる生徒が、一定数（国語で

１７８名中４８名、数学で１７４名中６２名）あることが確かめられた。そこで、第 2 年次（平成

25 年度）は、入学時点の学力水準を見極め、学力にあった教材を選定することで、基礎学力の向上

をより図れるものとし教科を実施した。その結果、入学時点の基礎学力が不安な生徒ほど有効であ

ることが確かめられた。第 3 年次である本年度は、成績が中上位である生徒の学力向上の可能性を

探るため、当該学習を実施する担当を、前年までの当番交代制から、各クラスの担任・副担任へと

担当を固定し実施した。 

実施計画 

 

（２）－２学校設定教科「教養」の教育効果（検証） 

   1学期全般の月曜日7限で行った国語については入学直後に行った課題テストの成績より1学期末

の時点で全クラスにおいて有意な上昇が認められた。しかし、夏季休業課題から 2学期前半の月曜 7

限において取り組んだ英語は、各個人において点数の変動は認められたが、平均点の変動はなかっ

た。2学期後半から 3学期の月曜 7限に行った数学については、現在データ集計中である。 

   過去 2 年間、認められなかった全体的な平均点の上昇が国語において認められる一方、夏季休業

課題を主として取り組んだ英語において、その傾向がなかった。これは、教材への取り組みが固定

された監督者であるクラス担任と副担任の存在の影響があるものと思われる。今後、数学のデータ

を待って分析を進めたい。 

 1 学期 夏季 2 学期 3 学期 
国語       

英語 
      

数学 
      

期末（課題）考査実施

家庭課題 中間考査実施

学年末（課題）考査

課
題
考
査
の
実
施
→
教
材
選
択
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 ２）－２校外研修・研究室訪問[見学]・出前授業の取り組み 

 （１）首都圏サイエンスツアー 

期間：平成２６年８月４日（月）～６日（水） 

目的：農業に関する科学技術と自然科学全般についての見識を広め、自身の研究活動の一層の取り

組みと将来の進路実現のための動機付けと活動の意欲を高める。 

参加者：生徒１３名 教員２名 

日程と内容： 

８月４日（月）・東京農業大学世田谷キャンパス訪問 ○国際バイオビジネス学科特別講義と

見学○食と農の博物館と進化生物学研究所の見学 

８月５日（火）・独立行政法人 農業環境技術研究所 実験・見学 

        ・独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

                ○食品総合研究所見学○食と農の科学館見学 

８月６日（水）・国立科学博物館の見学 ・全国ＳＳＨ生徒研究発表会の見学 

  活動の様子： 

   

  東京農業大学特別講義     進化生物学研究所      農業環境技術研究所 

   

  食品総合研究所        国立科学博物館       参加生徒 

 

 （２）研究室訪問［見学］ 

  ・近畿大学農学部作物学研究室 

    日時： 平成２６年１２月１８日（木） １０：３０〜１５：００ 

    場所： 近畿大学 富雄キャンパス（奈良市中町） 

    特別講師：農業生産科学科 教授 飯嶋盛雄 

内容：・特別講義「作物学入門」・キャンパス見学および研究室関連施設設備見学・生徒研究

に関する指導助言 

対象生徒：園芸高校バイオサイエンス科１・2年生 １７名 

活動風景： 
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 特別講義         施設見学     参加者 

 

  ・岡山大学農学部植物遺伝育種学研究室（予定） 

日時：平成 27 年 3 月 26 日（木） 13：00～15：00 

場所：岡山大学（津島キャンパス）農学部（岡山市北区） 

講師：岡山大学 教授 加藤鎌司 

 内容：研究室研究テーマに関する講義、施設設備および実験の見学、質疑応答 

    参加予定生徒：バイオサイエンス科バイオ研究部生徒 2名 

 

  ・高崎健康福祉大学（予定） 

日時：平成 27 年 3 月 16 日（月）～17 日（火）（1泊 2日） 

場所：高崎健康福祉大学 健康栄養学科（群馬県高崎市） 

講師：高崎健康福祉大学 教授 松岡寛樹 

参加予定生徒：バイオサイエンス科 醗酵部員 8名（男子６名、女子 2名） 

内容（テーマ）：「たくわん漬けに関する研究」について特別講義、施設見学等 

 

 （３）出前授業 

   ・第 5回出前授業「微生物を用いた環境浄化と、微生物を用いた稀少脂肪酸の生産」 

日時：１１月２８日（金） １３：３０～１５：００ 

場所：池田市民文化会館 【小ホール収容 240 名】 

講師：近畿大学農学部応用生命科学科 教授 岸本憲明 

後援：近畿大学農学部 

参加生徒：バイオサイエンス科 1、２年生：160 名 

 活動風景： 

      

      出前授業風景 

 

   ・第６回出前授業「遺伝子組換え作物から考える－農業・食品・環境と研究者・技術者の関わり」 
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日時：１２月１６日（火） １３：３０～１５：００ 

場所：園芸高校 特別棟 3階 視聴覚教室 

講師：大阪府立大学生命環境科学域応用生命系 教授 小泉 望 

受講生徒：園芸高校 ＳＳＨ事業主対象生徒 60 名 

活動風景： 

  

     受講ノート              授業風景 

 

   ・研究発表研修会「プロジェクト発表・研究発表に関する勉強会」 

日時：7月 17 日（木）１３：３０～１５：２０ 

場所：池田市民文化会館 小ホール 

対象：バイオサイエンス科 1 年生、２，３年関係課題研究班生徒 

       環境緑化科 １，２年生全員 

    内容： 

・演示発表 

「福助菊の栽培～新しい用土の利用と収益について～」ＦＦ科 

  「産業廃棄物『浄水発生土』とリサイクル堆肥が植木生産地を救う。」環緑科 

    ・講演「研究発表の意義と方法」 

講師 甲子園大学栄養学部 教授 浅田雅宣 

    活動風景： 

   

  演示発表の様子                      特別講義 

 

２）－２ 校外研修・出前授業に関する教育効果（内容、方法、成果） 

１）－２ 生徒研究活動生徒啓発による教育効果において記述したとおり、本項においても個別の事

業について「科学技術、自然科学」と「専門技能、農業」の他、「人との対話する力」、「教養全般」を

高める機会として、認識についてアンケート調査を行った。 
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① 校外研修・見学を主体とした研究室訪問について 

首都圏サイエンスツアー（８月４日～６日）、近畿大

学農学部作物学研究室訪問（１２月１８日）にいての

アンケートの結果を第１図に示した。 

「人との対話力」を除いて、全般に高い値で、「科学

技術・自然科学」「専門技能・農業」の力を伸ばす機会

であるとの認識にあることが確かめられた。なお、自

由記述の質問６においては、近畿大学訪問では、大学

を直接見る機会を得たこと自体を挙げる生徒が半数に

上った。また首都圏サイエンスツアーでは感想欄に、

非常に充実した体験であったことを長文で記述する生

徒がほとんどであり、多面的に学習意識の向上が図れ

たことを確かめることができた。 

② 出前授業について 

 第5回出前授業「微生物を用いた環境浄化と、微生物を用

いた稀少脂肪酸の生産」（１１月２８日）、第６回出前授業「遺

伝子組換え作物から考える－農業・食品・環境と研究者・技

術者の関わり」（１２月１６日）、研究発表研修会「プロジェク

ト発表・研究発表に関する勉強会」講演「研究発表の意

義と方法」（７月１７日）の各出前授業についてのアンケ

ート結果を第２図にしめした。 

 いずれの項目についても、第６回の出前授業が高いポ

イントを示した。これは、第５回出前授業と研究発表研

修会講習が、一般生徒を含んだ学年・科単位とした事業

であったのに対し、第６回出前授業は、専門部や課題研

究で探究的な生徒研究活動等に取り組む SSH 事業対象生

徒を対象としたものであった。すべての項目に関する高

いポイントでの回答は、日ごろからの探究的な活動によ

って、学習意識が向上し啓発されていることを示している。 

 また、バイオサイエンス科１，２年生を対象にした第５回出前授業では、一般生徒の受講意義の意識

を高める可能性として、日ごろの専門教科の学習内容に近い領域でテーマ設定を行った。その結果、「科

学技術・自然科学」「専門技能・農業」に関する力の伸ばす機会であるとする回答傾向が、研究発表研

修会講演にくらべ高くなっていた。 

 

まとめ：見学を中心とした校外研修、および出前授業において、事業の意義についての生徒の意識をア

ンケートによって調査した。その結果、校外研修では SSH 事業の主旨に沿った意義を意識できることが

確かめられた。また、探究活動に取り組む生徒が出前授業で受けとめる意義の水準が高いことが、昨年

度に引き続き確かめられるとともに、一般生徒に関しては、日ごろの専門教科の学習内容に近い領域の

受講によってその意義を意識しやすくなることがわかった。 

第１図．校外研修・研究室訪問［見学］における

アンケート回答 

第２図．出前授業おけるアンケート回答 
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４）国際性の育成 

（１）海外研修準備活動 

本校教員２名と生徒５名の参加で平成２６年３月４日（水）から３月１２日（木）に実施される『SSH

オーストラリア国アグリサイエンス研修』の実施目的は次の通りである。 

「異文化環境で実践的に学ぶ生命技術、農業・食品技術、環境保全に対する基本的姿勢」をテーマ

に本研修を実施する。本研修の目的は、オーストラリアの高等専門教育機関または農業高校などに

おいてアグリサイエンスに関する研修を受け、科学技術におけるオーストラリアとの共通性を理解

するとともに、海外の自発的、積極的な学習姿勢を体験し獲得することにある。この研修によって、

科学技術における、日本とオーストラリアとの共通性を理解し、海外の自発的、積極的な学習姿勢

を獲得することを目指す。 

事前学習内容の概要は、７月中旬までに各自の研究を終える。９月中旬までに研究の取りまとめをし

て論文完成させ、12 月までに 英語による発表と質疑応答などの練習、１月には現地及び訪問先研究

開始（現地訪問先のパンフレットやホームページにて情報を取得し、現地の理解を深めるとともに、

ロッキャー高校の生徒と事前に連絡を取り、交流を深める）、そして２月上旬に英語による発表を他校

の ALT に対して行うこととした。 

よって、海外アグリサイエンス研修の英語準備項目として以下に挙げる： 

・異文化適合に資する取組 

・現地での発表、実習、学習に備え、専門分野のより高度な知見の獲得 

・英語によるレポートを作成し、現地訪問時に研究者からの指導に備える 

・現地でのプレゼンテーションに備えて、プレゼンテーションに関する専門家の講義を受講し、そ

の後、英語でのプレゼンテーションを準備し、その上で、ネイティブスピーカーからの指導を受

ける。 

よって上記から本稿での対象項目は： 

・現地でのプレゼンテーションの準備全般（以下、「プレゼン」とも表記する）、 

・研究成果の英語でのレポート作成（以下、「レポート」とも表記する）、 

・現地での会話能力の向上（以下、「会話能力」とも表記する）、 

になる。 

上記 3項目について、海外サイエンス研修の英語準備の実践の経過を次に具体的に提示する。 

 名称 区分 内容 

10 月 24 日

（金） 

第２回説明会で

「発表にむけて」

の今後の予定を

通知 

プレゼン 

レポート 

会話能力 

海外研修までのスケジュールとその詳細につい

て提示した。 

11 月 7 日

（金） 

英語プレゼンに

向けて 

プレゼン 英語プレゼンについて、essay の書き方、プレゼ

ンテーションの方法についてPower Presentation

で概要を示し、『科学技術英語徹底トレーニング

[バイオテクノロジ―]』で専門分野の英語につい

て教授した。 

11 月 8 日

（土） 

Writing のための

Web 活用術 

プレゼン 

レポート 

プレゼンテーションでの発表論文執筆時に必要

なインターネットでの辞書活用の方法をアルク

社の「英辞郎 on the web」、エキサイト翻訳で実
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習させた。また、Google Scholar の活用を実習さ

せた。 

１ 月  8 日

（木） 

発表英語原稿提

出締切 

プレゼン 

レポート 

発表論文の logical flow を高橋が、正確さを

T-NET 教師が、精査した。 

2 月 12 日

（木） 

プレゼン英語術

再確認 

プレゼン 生徒が実際の英語プレゼンテーションをして、ポ

イントを確認した。 

 

（２）オーストラリアアグリサイエンス研修（計画） 

本研修は下記の日程で実施することになっている。 

月/

日 
曜 地  名 時刻(現地) 実  施  内  容 

3/4 水 関西国際空港  

関西国際空港 

7：00 

10：00 

集合 

出発（CX503→CX103）          ＜機中泊＞ 

3/5 木 ブリスベン 

 

ガットン 

8：10 

 

15:30 

到着後、専用車にて移動 

マウントク―サー等見学 

ロッキャー高校へ 

バディと挨拶 

ホストファミリーとの対面 

＜ホームステイ＞ 

3/6 

 

金 

 

ガットン 午前 

 

 

午後 

朝食、ホストの送り 

ロッキャー高校 

バディと統合授業参加 

ガットン自然研修 

ホストの迎え     ＜ホームステイ＞ 

3/7 土 ガットン  ＜ホームステイ＞英語研修レポート作成 

3/8 日 ガットン  ＜ホームステイ＞プレゼンテーション討議・整理 

3/9 

 

月 ガットン 午前 

午後 

朝食、ホストの送り 

クイーンズランド大学で農業研究講義受講 

ホストの迎え     ＜ホームステイ＞ 

3/10 

 

火 

 

ガットン 午前 

 

 

午後 

朝食、ホストの送り 

ロッキャー高校 

バディと統合授業参加 

自然研修 

ホストの迎え＜ホームステイ＞ 

3/11 

 

水 

 

ガットン 

 

 

ブリスベン 

午前 

午後 

 

22：50 

朝食、ホストの送り 

ブルックスプリング国立公園（自然研修）Currimbin 

Beach など 

空港、出国手続き 

3/12 

 

木 

 

ブリスベン 

関西国際空港 

0:50 

14：50 

帰国へ（CX156→CX506） 

到着、入国手続き後、解散 

（３）その他：研修内容 
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『SSH オーストラリア国アグリサイエンス研修』の実施目的に基づき、各研修先ではその具現が求め

られる。本章では各研修先での研修内容を、①研修内容、②手法、③効果について要約する。 

研修先 ①研修内容 ②手法 ③効果 

クイーンズ
ランド大学
（ガットン
キ ャ ン パ
ス） 
 

農業立国の基礎を支える最
先端研究に取り組む学府に
おける研究手法、研究成果、
及び研究施設等を研修し
て、日本とオーストラリア
との共通性と特異性につい
て理解を深める。 
 

専門分野の講義を受けた
後、研究所等のラボを使
用し、実験・実習に取り
組む。実験・実習で得ら
れた結果については、現
地 TA の指導のもと、とり
まとめを行うことを予定
している。 
 

日本とオーストラリアとの
共通性を理解し、海外の自発
的、積極的な学習姿勢の獲得
を期待する。最先端のラボで
実験・実習に取り組むことに
より、高度な研修が出来て、
その後の研究に資するものと
期待する。また、現地の指導
員の指導により科学英語を使
用する機会を得て、生徒の英
語力・伝達力の向上を図る。

ロッキャー
高校（プレ
ゼンテーシ
ョン） 
 

本校とロッキャー高校 
は、過去 2年にわたり交 
流を行っており、本校に 
おける生徒研究活動を 
中心に研究成果を発表 
する。 
 

事前に作成したパワー 
ポイントで、これまでの
研究成果について発表 
と質疑応答を行う。その
後、両校生徒が討議を行
う。発表や討議について
はすべて英語で実施す 
る。 
 

発表や討議をすべて英語で実
施することで、生徒の英語
力・伝達力・コミュニケーシ
ョン力の向上を図る。また、
お互いの研究成果や質疑応答
等により、新たな視点や気づ
きを得て、今後の課題研究を
深化させる事を期待する。 

ロッキャー
高校（統合
授業） 
 

海外の自発的、積極的な学
習姿勢を体験学習するとと
もに、アグリサイエンスの
科学技術について、オース
トラリアの高校での学習内
容を研修する。また海外高
校生の自発的、積極的な学
習姿勢を経験的に学習す
る。 

実際の授業時間に授業に
参加して、授業を体験す
る。授業は教室内での一
斉授業、個別授業、グル
ープワークを含む。 
 

すべて英語で実施すること
で、生徒の英語力・伝達力・
コミュニケーション力の向上
を図る。また、アグリサイエ
ンス領域の基礎的な科学技
術について、オーストラリア
との共通性を理解すること
が期待される。 

ロッキャー
高校（ガッ
トン自然研
修・農業研
修） 
 

ガットン自然研修では、街
の中の公園や街路樹などの
植物を研修し、市街地の植
樹、造園計画、造園技術を
理解するのみならず、植物
と人間生活のかかわりや水
循環を研修する。農業研修
においてはガットン近郊の
大農法を支える技術的な背
景と関連するマネージメン
トについて研修する。 

ガットン自然研修では、
市街地を散策して、植生
等について研修する。農
業研修おいては、農場を
訪れ、近代的な栽培から
商品化までの全過程を研
修する。 
 

都市計画や農業の多角化を学
び、日本に導入する方途を見
出す。 
 

スプリング
ブルック国
立公園 
 

スプリングブルック国立公
園においては、亜寒帯と温
帯の植生を研修することが
できる。また、その植生の
もとで生育する動物を研修
することができる。その自
然環境とその保全の実態に
ついて理解を深める。 

実際に散策して、植生や
動物の調査をする。写真
撮影するなどして、帰国
後更なる調査が可能とな
るようにしておく。 

森林生態系での物質循環と遷
移の理解に基づき、日本にお
ける育苗、造林、森林開発及
び治山治水に応用する基礎力
を身につける。 
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第４章 実施の効果とその評価 

第 3 年次全生徒対象アンケート「実験実習態度から測る「科学者、技術者としての責任感、倫理観」」

の実施による園芸高校 SSH 事業実施の効果について。 
【目 的】 
 園芸高校 SSH 研究指定校事業で設定されたカリキュラムには，様々な研究活動や数多くの実験・実

習が含まれている。このようなカリキュラムは、生徒の「実験実習に関する自己効力感」，「目標意識・

積極性」，「科学者、技術者としての責任感、倫理観」，「実験の意義・価値の認知」を育むものと期待さ

れる。そこで，このような生徒の態度的変数を測定し，事業対象生徒と一般生徒間で比較することによ

り，本事業の効果について検討を行った。 
 
【方 法】 
1.対象者 対象とした生徒は，園芸高校バ

イオサイエンス科，環境緑化科，フラワー

ファクトリ科の SSH 事業対象生徒と一般

生徒，およびアンケート実施について協力

を得た A,B,C,３校の生徒であった（表 1）。
園芸高校の SSH 事業対象生徒の範囲は、

物理基礎の選択追加履修（１、２年生のみ）

および SSH 事業主旨に沿った探究的な生

徒研究活動に取り組む専門部もしくは課

題研究班もしくは SSH コース選択（バイ

オサイエンス科２、３年生のみ）のいずれ

か１つ以上に自ら希望参加している生徒

とした。なお，回答に際してすべての項目

に同一の評定値を選択するなど，不誠実な

回答とみなされた対象者のデータは除外

して集計した。 
2.質問紙の構成 次の 1)～4)の計 15 項目を A4 版用紙 1 枚に配した質問紙を作成した。 
1)～3)に対する回答形式は，“とてもそう思う(1)”・“ややそう思う(2)”・“どちらでもない(3)”・“あまり

そう思わない(4)”“まったくそう思わない(5)”の５件法であった。表２はこれらの項目を示したもので

ある。 
 
 
 
 
1) 実験実習に関する自己

効力感：“実習や実験は指

示のとおり実施できる”

など、実習や実験を自ら

成功裡に遂行することが

できるという信念を意味

する 5 項目。 
2) 実験実習に関する目標

意識・積極性：“実習や実

験には自ら進んで参加す

る”など、目標意識や積

極性を意味する 4 項目。 
3) 科学者、技術者として

表１．本アンケート調査の対象生徒と集約区分

学校名 集約区分 人数（名）

園芸高校 バイオサイエンス科１年SSH事業対象生徒 30

バイオサイエンス科１年一般生徒 44

バイオサイエンス科２年SSH事業対象生徒 24

バイオサイエンス科２年一般生徒 41

バイオサイエンス科３年SSH事業対象生徒 46

バイオサイエンス科３年一般生徒 25

バイオサイエンス科SSH事業対象生徒 100

環境緑化科SSH事業対象生徒 22

フラワーファクトリ科SSH事業対象生徒 32

バイオサイエンス科一般生徒 110

環境緑化科一般生徒 86

フラワーファクトリ科一般生徒 186

A校（非進学校） ２年生（理科実験実習が年間２回程度） 15

B校（非進学校） ３年生（理科実験実習が年間１０回以上） 43

C校（進学校） 1年（理科実験実習が年間１０回以上） 71

表２．質問紙尺度の項目 
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の倫理観：“失敗と思われる観察結果や数値データは，レポートの中で省略してよい（逆転項目）”など、

科学者倫理に関する 5 項目。 
4) 実験の意義・価値の認識：「知識」，「技術」，「データ処理」など 13 の項目を提示し，“実習や実験で

学ぶことができると感じるもの”を選択させる形式（複数回答）とした。 
3.実施時期 平成２６年２学期末考査後から３学期の始業時までの期間に実施した。 
 
【結 果】 

生徒ごとに ，「実験実習に関する自己効力感」，「実験実習に関する目標意識・積極性」，「科学者、技

術者としての倫理観」の各得点を次の手続きで算出した。逆転項目（－符号が付けられた項目）の評定

値はそのままで、その他の項目(＋符号が付けられた項目)の評定値を逆転させた上（1→5，2→4，・・・

5→1），各変数に含まれる項目の評定値を単純加算し，項目数（例えば，自己効力感なら 5 ）で除した

値を求めた（ Σ（評定値）/ 項目数 ）。この得点は 3 変数ともレンジが 5 点～1 点で，数値が高いほど

各変数が意味する傾向性が高いことを表わしている。「実験の意義・価値の認識」については、各生徒

がチェックした項目の数をポイントとした（得点レンジ 0 点～12 点）。得点が高いほど「実験の意義・

価値」を高く認知していることを表わしている。 
図 1～図 4 は、それぞれ、これら 4 変数の得点について、生徒の属性(集約区分)ごとの平均値と標準偏

差 (SD)  を示したものである。 
1)「実験実習に関する自己効力感」（図１） 
 バイオサイエンス（BS）科内では学年進行により平均値が上がった。１年生では、SSH 事業参加生

徒と一般生徒の間に差はないが、２、３年生では、SSH 事業参加生徒の平均値が高い値を示した。 
 園芸高校内では、一般生

徒に比べ SSH 事業参加生

徒の平均値がやや高くな

ったが、バイオサイエンス

科の生徒は、環境緑化

（KR）科、フラワーファ

クトリ（FF）科の生徒に

比べ低い値を示した。他の

３校はいずれもやや高い

値を示していた。 
 
2)「実験実習に関する目標意思・積極性」（図２） 
 BS 科内では、１年生の SSH 事業参加生徒と一般生徒、２、３年生の一般生徒の間に差はほぼなく、

２、３年生の SSH 事業参

加生徒はその他の生徒に

比べ高い平均値を示した。 
 園芸高校内の比較では、

フラワーファクトリ（FF）
科においても、SSH 事業

参加生徒の方が一般生徒

に比べ高い値であった。 
他の３校は A 校、C 校間

では差が認められたが、全

般には園芸高校の一般生

徒とほぼ同水準であった。 
 
3)「実験実習に関する倫理性」（図３） 
 BS 科内で生徒グループ間の差異を見てみると、１年生一般生徒の得点平均値がやや低いものの、全
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般的に明らかな差異は認

められなかった。園芸高校

内の比較では、SSH 事業参

加生徒の値が全般に高い

値を示した。他の３校は、

園芸高校に比べて全般に

高く、特に A 校、C 校は園

芸高校全般の水準を超え

ていた。 
 
 
4)「実験実習の意義・価値の認識」（図４） 
 BS 科内では、SSH 事業

参加生徒が１年生から３

年生まで、一般生徒より明

らかに高い得点であった。

園芸高校内では、環境緑化

（KR）科でも SSH 事業参

加生徒は一般生徒よりも

高い値を示した。他の３校

では C 校が A,B 校よりも

高い平均値を示したが、園

芸高校 BS 科、KR 科の

SSH 生徒と比べると低い

水準であった。 
 
【考 察】 
 農業高校としての園芸高校の教育課程の特徴は、実験実習の豊富さにある。園芸高校では１年生から

実験実習を主体とした専門科目がいずれの科でも３科目設定され、週に６単位時間以上の実験実習に取

り組んでいる。また、長期休業期間中や課外時間でも専門科目の課外授業（科目「総合実習」）として

専門の実験実習が行われている。 
 園芸高校の各科の実験実習内容について、共通した栽培に関する基礎実習はあるものの、科によって

大きく異なっている。バイオサイエンス科はその母体が農芸化学科であり、微生物関連実験、食品化学

実験、食品製造実習が主体となっている。また、環境緑化科は造園科を母体としており、造園施工およ

び設計のための技能実習が学習の中心となっている。またフラワーファクトリ科は園芸科が母体であり、

栽培管理や園芸装飾に関する技能実習が専門領域の中心となっている。その為、バイオサイエンス科の

生徒は１年生の時からビュレット等の破損しやすいガラス製実験器具やレンズの取り扱い等注意を要

する顕微鏡等を使用する機会が多く、慎重な実験操作が要求される。また食品関係の実習では衛生管理

に関する様々な注意も求めらるなど、他科に比べ緊張した中で実験実習を受けることが多い。 
 園芸高校の SSH 事業対象生徒の範囲は、理科科目選択追加履修やバイオサイエンス科 SSH コースで

の英語と理科および専門領域の融合科目の履修生徒であるが、これら座学の科目履修のみで参加してい

る生徒は９名であり、その他の１４５名は、SSH 事業に関連する探求的生徒研究活動に取り組む専門部

もしくは専門科目「課題研究」において SSH 事業に関連のテーマを設定し、指導者の支援を得て参加

している生徒である。 
 「実験実習に関する自己効力感」得点（平均値）を見ると、バイオサイエンス科の生徒全般が他科お

よび他校の生徒と比較して低い水準となっていた。これは、実験実習の内容が、高価な理化学器具の取

り扱いや人の健康に関わる事故を起こしかねない食品を扱う内容を含んでいたため、より高い緊張と能

力を求められたことに起因するものであると考える。しかし、年次進行ととともに自己効力感の水準が
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上昇していることは、豊富な実習による経験の積み重ねによるものであろう。また通常の実験実習以外

の探究的な生徒研究活動や発表活動に参加している SSH 事業対象生徒の自己効力感が高くなったこと

は、この SSH 事業が生徒の実験実習に対して有効に作用しているものといえる。なお、大学進学者が

多い学校、少ない学校、あるいは理科実験の多寡にかかわらず、他の３校の生徒の自己効力感の水準が

高くなっていることについては、教育課程内の理科実験実習が、その自己効力感に直接的に影響を及ぼ

さないことを示しており、基本的に生徒の能力水準に合わせ、到達に無理のない水準で実験実習が行わ

れていることを示していると思われる。 
 「実験実習に関する目標意思・積極性」についての結果を検討すると、バイオサイエンス科の SSH
事業参加の生徒が１年次には一般生徒と同水準であるが、年次進行により高くなり、また他科において

も SSH 事業参加生徒の水準が高くなっていた。理化学的であることに関わらないで、探究的な研究活

動と発表活動は、豊富な実験実習にある実業科の生徒の中にあってなお、 実験実習に関する目標意識、

積極性を上昇させるものといえる。 
 「実験実習に関する倫理性」については、園芸高校内の SSH 事業参加生徒と一般生徒の間で水準の

相違があるものの、バイオサイエンス科では年次進行による明らかな変動は見られなかった。また、実

験実習の少ない A 校生徒の得点平均値が、C 校とともに園芸高校全般の水準より明らかに高かった。こ

れらのことは、実験実習に関する倫理性については、実験実習経験の多寡や水準の高低により変動する

ものではないことを示していると思われる。反対に園芸高校の一般生徒の水準が全般に低いことから、

探究活動や発表活動を伴わない豊富な実験実習は「実験実習に関する倫理性」を低下させる可能性があ

るともいえよう。 
「実験実習の意義・価値の認識」の結果において、バイオサイエンス科内の SSH 事業参加生徒と一般

生徒の間に明らかな差異が認められ、前者の方が後者より意義・価値認識得点の平均値が高かった。し

かしながら、１年次から差であることから、年次進行に伴う経験による変容とは言えない。既に１年次

の時点でその意義・価値を認識しているようであり、この認識が、探究的な生徒研究活動や発表活動へ

の参加を促す要因になっていると思われる。一方、 A 校、B 校の生徒に比べ、園芸高校の一般生徒の

「実験実習の意義・価値の認識」水準が高かったことは、進学時の学力に関わらず実業高校を進学先と

して選んだ時点で、実験実習の意義を汲み取ろうとする姿勢があることが推測できる。 
 実業高校における探究的生徒研究活動と発表活動の推進を通じて、科学技術系人材の育成に関する意

義について次のように整理することができる。 
実験実習に関する自己効力感は、生徒の能力的な実態に合わせ実験実習の水準を設定することが有効

的であるといえるものの、到達水準を念頭にいれた場合、高い緊張感と、豊富な経験が有効に作用する

と考えられる。また、実験実習における目標意識・積極性については、豊富な実験実習とともに、探究

的生徒研究活動と発表活動によって養成できるものといえる。一方、実験実習における倫理性は、豊富

な実験実習だけではその水準を下げる可能性があり、探究的生徒研究活動と発表活動経験とともに、よ

り直接的、教育的な働きかけが必要であるものと考えられる。そして、実験実習の意義・価値の認識に

ついては、経験的な変動は限られており、実験実習的な学習活動への参加の動機として作用しているの

ではないかと考えられる。 
 現時点において園芸高校の SSH 事業は、実験実習に関する自己陶冶的な意義を認めている生徒を、

堅実な自己効力感とともに目標意識・積極性を持った人材として育成することに有効に働いているもの

といえる。しかし倫理性の養成については、今後の検討課題であるといえる。 
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第５章 ＳＳＨ中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況と校内におけるＳＳＨ

の組織的推進体制 

１ ＳＳＨ中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況 

「○ 農業を専門的に教育する学校が、ＳＳＨ校として何を目標として事業を行っているのかという点が

見えにくい。これまで課題研究を十分に行っており、農業クラブの活動実績もあるが、それらの活動

を強化し、生徒の基礎学力を向上させるだけでは、ＳＳＨ校としての十分な取組とは言い難い。」につ

いて 

従来、技能向上や資格取得、生産販売活動が農業クラブ専門部や農業科専門科目「課題研究」各グ

ループの取組の中核にあったが、ＳＳＨ事業開始後、年次経過とともに探究的・科学的な研究活動の

取組が増加した。そのため、ＳＳＨ特設科学部への参加を含め、本年度は全校生約５５０名の内、約

２００名の生徒が探究的・科学的な生徒研究活動に取り組むこととなった。これらの生徒は、第４章

での分析報告の通り、従来の技能的・経営的な内容に取り組む生徒とは異なる教育効果が生じており、

今後の科学性を前提とした農業科教育による人材育成の可能性を具体的に示していると考えている。 
なお、基礎学力の他に１年生からの取り組みとして、２、３年次における「課題研究」の探究的、

科学的な取組に求められる「自ら課題を見出す力」「解決し、提示する力」の育成を１年次から開始す

る。具体的には、１年次における専門科目の実験実習の実施に際し、これらの力を育成する「研究基

礎」に関する内容を充実させ、来年度から試験的に実施する。 
「○ 学校全体としての組織的な取組に関して、ＳＳＨ事業に参加していない教員の割合が多く、改善

が必要である。」について 

本年度 SSH 事業の教育活動に参加している教員割合は再任用を除く実常勤教員比で、バイオサイエ

ンス科１０／１４、環境緑化科２／８、フラワーファクトリ科５／１４、理科・数学２／５、外国語

科１／４であり、関係教科教員のほぼ半数に達した。なお、研究発表会場運営や校外研修引率にあた

る教員は別に一定数の参加がある。現在参加教員の割合を一層、改善していくために、次項に記述す

るようにＳＳＨコース科目を増やし、対象科を拡大することを検討している。 
「○ 現在はバイオサイエンス科の生徒２０名が中心になっているが、ＳＳＨ事業に取り組む範囲とし

てはより拡大する必要がある。」について 

ＳＳＨコース設置による教育課程に関する研究は、バイオサイエンス科に限定し、理科と外国語に

おける科目の融合と、情報科目において「探究的・科学的な課題研究」に活用できる内容・構成を実

証的に試行することを念頭においていたため、対象生徒は一部にとどまっていた。本指摘事項に応え、

ＳＳＨコースの拡充のため、３科の各専門科目と理数教科との教科縦断的な学校設定科目の設置に関

する研究を開始する。特に、理科領域に関しては高大連携を発展させ、大学の教養課程の内容の導入

も視野に検討し、平成２８年度において実施する計画を立てている。 
 
２．校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 

 平成２４、２５年度はＳＳＨ委員会およびバイオサイエンス科が、ＳＳＨ事業運営の主体であった。

平成２６年度はＳＳＨに参加している農業クラブ専門部、課題研究班の各指導教員を加えた組織を、Ｓ

ＳＨ事業推進のための体制とした。これにより、今年度は年度当初の計画の遂行に加えて、年度進行に

伴う事業改善も多く見られるようになった。 
 今年度は農業科、普通教科に限らず校内教員の初任者研修の一環としてＳＳＨ事業を位置づけたため、

課題研究をはじめとするＳＳＨ事業の活性化につながった。また、生徒研究総合発表会では４つの会場

を使用して同時進行で運営を行った。そのため、農業科・普通教科の多くの教員が運営に参加し、ＳＳ

Ｈ事業の効果について直接的に触れる機会となった。来年度以降の事業の活発化が期待される。 
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第６章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及 

１ 研究開発実施上の課題 

 １）生徒研究活動と発表活動の教育効果の検証に関する取組みについて 

 農業高校である園芸高校は、農業科の教員が各科に配置され、専門性の高い実業教育が展開されて

きた。また、従来から学校農業クラブのプロジェクト活動などで研究発表指導の経験のある教員が一

定数ある。また、園芸高校に設置されているバイオサイエンス科は農芸化学科を母体としており、食

品の分析や微生物培養等に関する多くの器具、機器が設置されている。園芸高校の SSH 事業は、これ

らの機器や教員の経験を活用し、生命科学技術に関する素養に富む科学技術系人材の育成を図る可能

性を探るものである。 

  SSH 事業を開始した後の生徒が３年生まで占める本年度、科学技術系人材に求められる使命感・責

任感・倫理観の養成に生徒研究活動と発表活動を主体とした本校 SSH 事業の参加生徒に有効に作用し

ているかを検証するためのアンケート調査を校内全生徒および他の進学校１校、非進学校２校の協力

を得て実施した。その結果、実験実習の学習的な意義や価値を多面的に認識していると思われる生徒

がこの事業に参加している可能性が高い。また、高度な水準の実験実習への取組みは短期的であれば

自己効力感を抑制するが、研究発表活動を伴う場合、長い期間にわたり取り組むことにより、実験実

習の遂行に対する自信を育てるとともに目標意識、積極性を育てることが確かめられた。なお、倫理

性に関しては、実験実習に関する量的豊富さだけでは低下させる可能性があり、探究的活動と発表活

動により上昇させる傾向はあるものの、限定的である可能性が高い。今後、科学技術者としての倫理

観の向上に有効な手法について、新たに検討する必要がある。 

  本年度、SSH 事業に参加している探究的な生徒研究活動の指導に当たる教員は、農業科を中心に実

質１６名あった。これは、１年目１２名、２年目１４名から、順調に増えているといえるものであり、

事業参加生徒の増加に貢献している。しかし、この事業において中核となって生徒の研究指導にあた

ってきた教員の退職を迎えている。今後の当該教員の当たってきた領域の後継教員養成が重要な課題

となっている。 

 

２）農業系専門高校における科学技術教育と英語力向上教育、基礎学力向上の総合的展開 

 専門科目の時数の多く、放課後にも実習が設定されることの多い実業科にあって、英語力向上の為

の授業時数の確保のための理科、英語、専門の各教科の融合科目の可能性について検討をおこなうた

めにバイオサイエンス科の２，３年生にコース設定を行い学校設定教科「グローバルサイエンス」に

ついて実践した。その結果、グローバルサイエンスで 2年間、学習を重ねてきた 8名の英語の成績水

準は、必履修の英語科目成績において、著しく上昇し、その効果の一端を確かめることができた。一

方、絶対評価としての英語能力の到達水準の目安とした実用英検準 2級の合格者は一部にとどまって

おり、生徒研究活動とのバランスもあり、英語に接する大幅な時数確保を実現しているが実際には、

レディネスの低さを克服するまでに至っていない。今後は、到達目標設定を含め探究的な生徒研究活

動と両立できる適切な取り組み水準について検討を加えなければならない。 

 

２ 今後の研究開発の方向・成果の普及 

 １）生徒研究活動と発表会への参加については一定水準に到達しつつあり、教員の指導について大学

等に過度に依存しない体制を構築しつつある。一方、本年度のバイオサイエンス科入学生は従来に

なく大学進学希望者が多いので、今後、高大接続を念頭に置いた研究開発の振興が必要である。 

    

 ２）成果の普及に関して、本報告書以外に教育研究会等を通じ得られた知見について教育の諸関係者

に積極的な情報発信を行うとともに、生徒研究活動の外部支援、発表会への農業関係高校の招待等

の積極的な働きかけを行うことで普及を図りたい。 

 

 ３）中間評価を踏まえた農業科専門科目の理数的内容の強化の研究について、早急な計画の立案と遂

行を開始したい。 
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運営指導委員会の記録 

平成２６年度 大阪府立園芸高等学校 第１回ＳＳＨ運営指導委員会 
日時 平成２６年１０月１０日（金） １３：３０～１５：００ 
会場 大阪府立園芸高等学校 会議室 
参加委員 
大阪府教育員会 教育振興室 高等学校課 池嶋 伸晃 主任指導主事 
（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所 細見 彰洋 食の安全部副部長 
京都教育大学    土屋 英男 教授 
兵庫教育大学    天根 哲治 教授 
兵庫教育大学    渥美 茂明 教授 
池田市立秦野小学校 馬場 勝 校長 
大阪府教育センター 教育課程開発部 理科教育研究室 広瀬 祐司 主任指導主事 
大阪府教育センター 教育課程開発部 情報・技術研修室 脇田 裕史 主任指導主事 
  
概要（以下敬称略） 
１．教育委員会挨拶 

    池嶋：創立 100 周年を来年に控え、平成 24 年度よりＳＳＨの指定を受け理化学教育の発展とい

う命題のもと、研究活動や海外研修など、様々な活動をされ大きな成果を上げていると感

じている。今後とも積極的に取り組んでほしい。 
２．学校長挨拶 
   北之防：３年目を迎え、今年度は中間報告の年でもある。ＳＳＨの活動について定着してきたと

思われ、高校・大学との連携や生徒活動についてバイオサイエンス科の生徒だけではな

く、他科の生徒にも広がりが見えてきた。今後ともご指導をお願いしたい。 
３．平成２６年度事業計画及び進捗状況、今後の事業計画について 
   西村：別途資料により概要の説明を行った。 
４．生徒によるプレゼンテーション 
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運営指導委員会の記録 

平成２６年度 大阪府立園芸高等学校 第１回ＳＳＨ運営指導委員会 
日時 平成２６年１０月１０日（金） １３：３０～１５：００ 
会場 大阪府立園芸高等学校 会議室 
参加委員 
大阪府教育員会 教育振興室 高等学校課 池嶋 伸晃 主任指導主事 
（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所 細見 彰洋 食の安全部副部長 
京都教育大学    土屋 英男 教授 
兵庫教育大学    天根 哲治 教授 
兵庫教育大学    渥美 茂明 教授 
池田市立秦野小学校 馬場 勝 校長 
大阪府教育センター 教育課程開発部 理科教育研究室 広瀬 祐司 主任指導主事 
大阪府教育センター 教育課程開発部 情報・技術研修室 脇田 裕史 主任指導主事 
  
概要（以下敬称略） 
１．教育委員会挨拶 

    池嶋：創立 100 周年を来年に控え、平成 24 年度よりＳＳＨの指定を受け理化学教育の発展とい

う命題のもと、研究活動や海外研修など、様々な活動をされ大きな成果を上げていると感

じている。今後とも積極的に取り組んでほしい。 
２．学校長挨拶 
   北之防：３年目を迎え、今年度は中間報告の年でもある。ＳＳＨの活動について定着してきたと

思われ、高校・大学との連携や生徒活動についてバイオサイエンス科の生徒だけではな

く、他科の生徒にも広がりが見えてきた。今後ともご指導をお願いしたい。 
３．平成２６年度事業計画及び進捗状況、今後の事業計画について 
   西村：別途資料により概要の説明を行った。 
４．生徒によるプレゼンテーション 
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   1 年生 3 名によるプレゼンテーションソフトを使用した研究成果発表 
５．全体を通しての質疑応答 
   Ｑ：計画はアグレッシブに変更することは可能か。  
   Ａ：ＪＳＴに確認をして行う。 
   Ｑ：鳥学会や昆虫学会の発表はどうであったか。 
   Ａ：興味を持ってもらうことができた。また、沢山の意見を頂くことができた。 
６．事業内容についての指導助言 

牧原：子供たちのやる気をより高めてほしい。薬品など高価なものは無駄にはできないが、実際

に触れさせて体験させることで力がつく。 
細見：各アンケートで出てくる数値や生徒の進路先、また入学生徒の質など、常にＳＳＨ事業を

取り組んでいることによる学校の変化を意識しておくことが大切である。 
土屋：年次が進むとネタ不足の状態になっている先進校の例もあるので、長期的なビジョンをも

っておくこと。予算も減ってくるので、それへの対応も早めに考えておいたほうがいい。 
大学や関連産業、海外とのつながりなど農業高校のＳＳＨの目玉をどう作るかが大事であ

る。同じ近畿圏の桂高校とはまた違った特色を出してほしい。中学校や就職、進学先への

アピールをどのように展開していくかが課題である。 
   天根：中学時代にあまり優秀ではない子が多いと思うが、普通高校ではできないスペシャルな体

験ができる。この体験を通して社会や大学で生きていく力がつくのではないか。英語力の

到達度などを数値化してはどうか。資格取得もその１つの方向だと思う。 
      生徒の英語による発表などは、生徒にとって大変価値があるが、その価値を生徒にいかに

気づかせるかが大切である。 
   小山：園芸高校には目的をもって入学してほしいと常に言っている。ただ、中学サイドから見た

とき、園芸ＳＳＨが何をしているのか、あまり見えてこない。中学の教員も把握している

者は少ないと思う。 
   長子：内容は大学レベルのことに取り組んでいる。１年目にして、コアになる生徒が育っている

と思う。２年目はその裾野をいかに広げていくかが大きな課題と思う。 
   広瀬：生徒研究発表の一覧を見て、１年目でこの立ち上がりは大変早いと思う。園芸高校は何が

課題かを把握し、研究しているのが強みである。２年目は他の在校生や中学生にどうアピ

ールするかが大切である。 
   渥美：普通科高校ＳＳＨは何をしたらいいかわからなく進んでいる学校が多いが、園芸高校は生

産や加工、消費に関わる研究が多くあり有意義である。他の農業高校ＳＳＨとは地域差が

あるが、逆にその差を利用していってほしい。保護者に出口のあり方、学校の中身をしっ

かり示していくことが、都会の中の農業高校の使命ではないか。 
７．教育委員会謝辞 

 
平成２６年度 大阪府立園芸高等学校 第２回ＳＳＨ運営指導委員会 
日時 平成２７年１月２４日（土） １６：００～１７：００ 
会場 池田市民文化会館 中会議室 
参加委員 
大阪府教育員会 教育振興室 高等学校課 東 文義 主任指導主事 
（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所 細見 彰洋 食の安全部副部長 
京都教育大学    土屋 英男 教授 
兵庫教育大学    天根 哲治 教授 
兵庫教育大学    渥美 茂明 教授 
大阪府教育センター 教育課程開発部 理科教育研究室 広瀬 祐司 主任指導主事 
大阪府教育センター 教育課程開発部 情報・技術研修室 脇田 裕史 主任指導主事 
１．開会 
２．学校長挨拶 
   北之防：長時間にわたりご指導をいただき、大変感謝している。忌憚ない意見をお願いしたい。 
３．平成２６年度後半の事業実施報告 
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   西村：報告のみ質問はなし。 
４．中間成果報告 
 １）アンケート結果報告  
 ２）グローバル科目について  
５．全体を通しての質疑応答 

細見：テーマ設定に身近なわかりやすいテーマに引かれるが、ＳＳＨはハイテクで高度な内容と

ベタな内容との融合を先生方は苦労して欲しい。アンケート結果を見ると自分で自信を持

てるテーマになっていないのがわかる。発表はあらすじを英作文してみてはどうか。 
 天根：ポスター会場で、生徒に対して素人にもわかるようにお願いしたら、優しく説明してくれ

た。味噌、豆腐、つけものの乳酸菌が良く理解できた。実際に苦労していた大阪駅の花壇

もあったが科学的・配置の違いなども欲しかった。ガーデニングの内容では頑張っていた。 
      アンケートで項目によって真逆になるのは、自己効果・一般的に豊かな成功体験を積むこ

とで高くなる。実験・実習活動が必ずしも成功体験にならないようである。生徒作業がテ

キストどおりではないと回答した生徒が多いので、実験実習だけで高まらない。実験がう

まくできないなど文言の捉え方で、アンケートの意味についての理解の仕方が変わる。ア

ンケートの本当の意味を理解すると難しい面も見える。アンケートの５つの意味の方向性

を高めて、５～２５の個人得点をまとめて平均点を見て考えればどうか。 
渥美：発表を見て尺度の違いを考えないといけない。食品では市販と自前の違いはどこか。 

      ハチミツを作っても研究は物語に裏付けられた花粉の分析に向けていけばよいのではな

いか。梅の木のかわった菌を見つけて農業者として、どうするのか突き詰めてもよい。 
アンケートの倫理感項目は、経験がない・実験量が少ない中で、話半分で実験をしている

ので、高くならない。今までデータがなかったので興味深い。 
   土屋：英語発表は１年生が頑張っていた。グローバル科目は２年生からスタートしているが、こ

れが基礎で英語が応用なら、グローバル科目はもう少し学年で履修してもよいのではない

か。３年間のデータが初めて揃い生徒の変遷を見ると、自己効力は早く変化しそうなので、

これを踏まえて自己効力に適したカリキュラムにする必要がある。１年には基礎的実験で、

学年が進むにつれ高度になるカリキュラムに変遷してはどうか。倫理的項目はかなり経験

を積まないと３年でどう変ったのか変化が見られない。深化していくカリキュラム開発に

結びつけていって欲しい。 
   脇田：発表を見て、良く頑張っている。すべてのグループで課題がある。 

発表者のプレゼンは上手だか原稿を読んでいる。原稿がない状態で顔を見ながら抑揚つけ

てするように。質問には研究を自分自身で行っているため応答できている。プレゼンで写

真は良く見せているが文字が多い。簡潔にしないと伝わらない。鮮やかな文字色が多い。

表やグラフは見せたいところだけのグラフにする。結果の伝え方のテクニックについて教

育センターで教員向けの講座も開催しているので相談可能である。 
   広瀬：実験手段 コンシューマのプロからアドバイス、発表方法についての評価ルーブリックの

４段階３段階の評価と育成の手法を提供できるので、ＳＳＨの評価の途中だが、ゴールの

目標段階がわかるようになるので設定してみてはどうか。 
 東 ：高大連携の必要性は高校で完結せず、大学でバトンタッチできるように高校ではこんなこ

とをして欲しいと言う意見があると、特徴としての取り組みができるのではないか。 
      園芸高校のＳＳＨに関しての評価の方法を固めていかないと数値データが評価されるの

で、課題を見つけてきちんとしていかないと、生徒らは課題研究の意味がわかってないの

では還元される将来問題意識に繋がっていくのだと、自らが前に出られない。梅の内性菌

では自分の研究を花開かせたいと思って欲しい。    
天根：下級生や非発表者がどう受け取っているのかも、報告書へまとめる必要がある。アンケー

トについて自分にとって意義があったのか、自然科学・農業にとって意義があったのか。

発表者と聞いている生徒はどう感じているのか取っている。 
   渥美：発表者の指導として、画面を見てできるように行っているか。昔はＯＨＰだったから手に

原稿は持てなかった。文字が多いのは大学生も同じ。 
６．学校長謝辞 
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